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世
界
と
地
域
に
貢
献
す
る

「
品
格
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
育
成
と
と
も
に
、

文
理
融
合
・
横
断
型
の
私
立
総
合
大
学
へ
と
進
化

麗
澤
大
学
学
長

（
33
瑞
）

徳と
く
な
が永　

澄す
み
の
り憲

れ い た く の 森

た
。
特
に
、
こ
の
国
際
学
部
は
、
語
学
力

と
ビ
ジ
ネ
ス
力
を
武
器
に
、
世
界
で
通
用

す
る
専
門
性
と
世
界
の
人
々
と
共
生
で
き

る
力
を
兼
ね
備
え
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
地
域
に
貢

献
す
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
を
育
成
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
４
月

に
、
豊
か
な
人
間
性
と
他
者
に
貢
献
す
る

技
術
を
備
え
た
未
来
の
幸
福
を
創
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
育
て
る
「
工
学
部
」
を
、
ま
た

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
使
い
こ
な
し
、
未
来
を

創
る
「
実
学
」
に
こ
だ
わ
り
、
社
会
・
ビ

ジ
ネ
ス
課
題
を
解
決
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
人
材
を
輩
出
す
る
「
経
営
学
部
」
を
開

設
す
べ
く
、
現
在
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

に
見
舞
わ
れ
た
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年

に
、
創
立
者
の
廣
池
千
九
郎
博
士
が
、

「
知
徳
一
体
」
の
理
念
の
下
に
、
本
学
の

前
身
で
あ
る
道
徳
科
学
専
攻
塾
を
緑
に
囲

ま
れ
た
柏
の
地
に
開
設
さ
れ
て
、
今
年
で

88
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
昭
和
34

（
１
９
５
９
）
年
に
外
国
語
学
部
、
平

成
４
（
１
９
９
２
）
年
に
国
際
経
済
学

部
（
現
在
の
経
済
学
部
）
を
、
最
近
で

は
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
大
学
院

学
校
教
育
研
究
科
を
開
設
し
、
知
徳
一

体
の
教
育
を
貫
く
と
と
も
に
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
に
第
３
の
学
部
と
し

て
、「
多
様
な
価
値
と
の
共
生
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
す
る
国
際
学
部
を
開
設
し
ま
し

　

麗
澤
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
麗
澤
大
学
の
教
育
と
研
究

に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
が
昭
和
恐
慌
な
ど
一
連
の
危
機
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育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
４
つ
の
コ
ア

科
目
群
で
構
成
さ
れ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
を
生
き
抜
く
グ
ロ
ー
バ
ル
力
」、「
専
門

的
な
知
識
と
と
も
に
道
徳
性
を
併
せ
持
つ

人
間
力
」、「
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生

き
抜
く
情
報
力
・
技
術
力
」、「
学
び
続
け

る
キ
ャ
リ
ア
力
」
が
身
に
付
き
ま
す
。
た

だ
し
、
大
教
室
の
座
学
だ
け
で
は
こ
れ
ら

の
力
は
身
に
付
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
パ
ス

を
飛
び
出
し
、
世
界
や
地
域
と
直
に
触
れ

合
い
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
身

に
付
く
も
の
で
す
。
学
生
の
顔
と
名
前
が

一
致
す
る
小
規
模
の
本
学
で
は
、
学
生
の

「
や
る
気
に
火
を
つ
け
る
仕
掛
け
」
を
豊

富
に
用
意
し
、
学
生
の
伸
び
る
力
を
教
職

員
や
先
輩
・
仲
間
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、「
知
徳
一
体
」
に
基
づ
く
有

為
な
人
材
育
成
の
た
め
に
、
小
規
模
に
こ

だ
わ
る
、
国
際
性
に
こ
だ
わ
る
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
ジ
タ
ル
教
育
に
こ
だ
わ

る
麗
澤
大
学
と
し
て
、
世
界
と
地
域
か
ら

期
待
さ
れ
る
大
学
と
な
る
よ
う
邁
進
い
た

し
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
す
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
大
学
へ
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

予
定
通
り
24
年
度
に
２
つ
の
新
学
部
が
開

設
で
き
ま
す
と
、
小
規
模
に
こ
だ
わ
り
、

国
際
性
に
こ
だ
わ
る
本
学
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
、
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
５
つ
の

学
部
を
擁
し
、
文
理
融
合
・
横
断
型
の
総

合
大
学
へ
と
進
化
い
た
し
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
、
刻
々
と
変
化
す
る
世
界
と
地
域
に

貢
献
で
き
る
「
品
格
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
が
こ
の
柏
の
地
か
ら
大
き
く
羽
ば
た

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
本
学
は
、「
教
育
力
の
麗
澤
」
を

築
く
た
め
に
、「
海
外
留
学
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
促
進
の
た
め
ク
ォ
ー
タ
ー
制

（
４
学
期
制
）
と
セ
メ
ス
タ
ー
制
（
２
学

期
制
）
の
併
用
」、「
学
生
の
興
味
や
主
体

性
を
高
め
る
た
め
の
１
０
０
分
授
業
の
導

入
」、「
学
生
が
能
動
的
に
考
え
実
践
す
る

力
を
身
に
つ
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
等
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る

と
と
も
に
、
全
学
共
通
教
育
で
あ
る
「
麗

澤
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
導
入
し
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。

こ
の
麗
澤
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
各
専
攻
分

野
の
専
門
教
育
を
学
ぶ
上
で
土
台
と
な
る

全
学
共
通
教
育
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」

「
道
徳
教
育
」「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
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令
和
５
年
３
月
17
日(

金)

、 

総
理

大
臣
官
邸
に
て
国
民
栄
誉
賞
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
岸
田
文
雄
総
理
か
ら
国
枝
慎

吾
さ
ん
に
国
民
栄
誉
賞
の
表
彰
状
、
楯

及
び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
枝
さ
ん
は
、
日
々
の
厳
し
い
修
練

を
積
み
重
ね
、
長
く
車
い
す
テ
ニ
ス
界

の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
を
10
回
、
単
複
合

わ
せ
た
四
大
大
会(

全
豪
オ
ー
プ
ン
、

全
仏
オ
ー
プ
ン
、
全
英
オ
ー
プ
ン
、

全
米
オ
ー
プ
ン)

の
通
算
優
勝
は
男
子

世
界
歴
代
最
多
の
50
回
、
２
０
２
１
年

東
京
大
会
を
含
む
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

４
回
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
歴
史
に
残

る
素
晴
ら
し
い
戦
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
７
月
に
全
英
オ
ー
プ

ン(

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
大
会)

の
シ
ン

グ
ル
ス
で
初
優
勝
し
、
全
四
大
大
会
と

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
て
を
制
覇
す
る

「
生
涯
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム
」
を
達
成

さ
れ
、
ま
さ
に
「
俺
は
最
強
だ
」
の
言

葉
通
り
、
前
人
未
到
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
活
躍
は
、

車
い
す
テ
ニ
ス
の
み
な
ら
ず
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
社
会
的
認
知
度
の
拡
大
、
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
に
極
め
て
顕
著
な
貢
献

を
し
、
広
く
国
民
に
夢
と
感
動
を
、
社

会
に
明
る
い
勇
気
を
与
え
た
と
し
て
、

国
民
栄
誉
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
11
日(

木)

に
は
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
主
催
の
園
遊
会
が
、

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
、
４
年
半
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
国
枝
さ
ん

は
、
両
陛
下
や
皇
族
方
と
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
テ
ニ
ス
の
世
界
的
レ
ジ
ェ
ン

ド
の
国
枝
さ
ん
は
、
麗
澤
高
等
学
校
に

入
学
さ
れ
、
そ
の
後
麗
澤
大
学
国
際
経

済
学
部
（
現
在
の
経
済
学
部
）
に
進
学

さ
れ
（
65
高
大)

、
２
０
０
４
年
に
出

場
し
た
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

ダ
ブ
ル
ス
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な

ど
、
在
学
中
も
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
本
学
を
卒

業
後
、
約
２
年
間
の
学
校
法
人
廣
池

学
園
職
員
と
し
て
の
勤
務
を
経
て
、

２
０
０
９
年
に
プ
ロ
転
向
し
、
さ
ら
に

活
躍
の
舞
台
を
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
に
お
い
て
も
、
中
学
・
高
等
学

校
に
お
い
て
も
、
毎
年
入
学
式
や
特
別

国
枝
慎
吾
さ
ん
が
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞

首相官邸ホームページ　https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202303/17kokumin_eiyo.html
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講
義
な
ど
で
在
学
生
と
交
流
の
機
会
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
学
生
生
徒
に
と
っ

て
も
、
私
ど
も
麗
澤
校
友
会
会
員
に

と
っ
て
も
大
き
な
希
望
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
25
日(

木)

に
は
、
柏
市
は
、

柏
市
出
身
・
在
住
の
国
枝
さ
ん
を
、
柏

市
の
Ｐ
Ｒ
を
担
う
「
柏
つ
な
ぐ
大
使
」

(

柏
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
に
同
市

の
情
報
を
広
く
発
信
し
て
も
ら
う
ポ
ス

ト)

の
第
１
号
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日(

金)

に
は
、
国
枝
さ
ん

が
廣
池
幹
堂
理
事
長
に
報
告
の
た
め
に

廣
池
学
園
・
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財

団
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
教
職

員
が
出
迎
え
た
中
、
に
こ
や
か
な
表
情

を
さ
れ
た
国
枝
さ
ん
に
歓
迎
の
花
束
が

贈
呈
さ
れ
、
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。

　

国
枝
さ
ん
は
１
月
22
日
の
正
午
前
、

ご
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
22
日
を
も
っ
て

現
役
を
引
退
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
国
枝
さ
ん
は

「
２
０
２
３
年
１
月
22
日
付
け
で
引
退

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夢
が
か

な
っ
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
か
ら

引
退
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
考
え
て
お

り
、
昨
年
念
願
の
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
て
か
ら
は
、
ツ
ア
ー

で
戦
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
残
り
わ
ず
か
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
る
日
々
で
し
た
。
昨

年
10
回
目
の
年
間
王
者
に
な
っ
た
こ
と

で
も
う
十
分
や
り
き
っ
た
と
い
う
感
情

が
高
ま
り
、
決
意
し
た
次
第
で
す
。

２
０
０
６
年
に
初
め
て
世
界
１
位
に

な
っ
て
か
ら
17
年
。
最
後
ま
で
世
界
１

位
の
ま
ま
で
の
引
退
は
、
カ
ッ
コ
つ
け

す
ぎ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
国
枝
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん

の
勇
気
を
い
た
だ
き
、
希
望
と
誇
り
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
栄
誉
賞
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
お
元
気
で
多

方
面
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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TOP I CS
麗澤大学

iStudio

エ

エ

iStudio

エ

エ

2024年4月 麗澤大学に
工学部、経営学部が誕生！
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iStudio

エ

エ

iStudio

エ

エ

新学部設置を告知したラッピングバスが走行中（関東鉄道株式会社）。土浦駅発
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TOP I CS
麗澤大学

エ

エ

総合型選抜［麗澤会員子女］選抜日程（実施予定）
	 出願期間：2023年11月1日（水）～11月13日（月）[消印有効]
	 試 験 日：2023年11月26日（日）
	 合格発表：2023年12月4日（月）

※選抜要項は大学HPにて6月末頃公開予定です。（工学部は９月を予定）

麗澤会員子女選抜 全学部対象
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エ

エ

資料請求はこちらから
� 最新の入学案内、入学者選抜ガイドをご自宅にお届けします。
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TOP I CS
麗澤大学

　

日
本
銀
行
が
主
催
す
る
「
第
18
回　

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

の
提
言
～
」
の
決
勝
大
会
が
令
和
４
年

11
月
23
日
、
日
本
銀
行
本
店
（
東
京
都

中
央
区
）
で
開
か
れ
、
麗
澤
大
学
チ
ー

ム
が
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
次
ぐ
「
敢

闘
賞
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
た
ち
が
経
済
・
金
融
分
野
の

課
題
解
決
に
向
け
て
の
提
案
を
論
文
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
競
う
こ

の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
１
０
０
チ
ー

ム
以
上
が
参
加
。
麗
澤
大
学
チ
ー
ム

（
経
済
学
部
３
年
生
の
上
條
響
さ
ん
、

伊
藤
千
夏
さ
ん
、
金
子
裕
太
さ
ん
、
渡

邉
光
さ
ん
、
富
田
優
也
さ
ん
＝
い
ず
れ

も
中
島
真
志
ゼ
ミ
）
は
厳
し
い
予
選
を

勝
ち
抜
い
て
、
決
勝
に
挑
み
ま
し
た
。

　

発
表
タ
イ
ト
ル
は
、「
人
生
１
０
０

年
時
代
新
戦
略
！
『
い
き
い
き
長
生
き

フ
ァ
ン
ド
』
の
提
案
」。
人
生
１
０
０

年
時
代
が
近
づ
き
、
老
後
資
金
に
関
す

る
不
安
が
高
ま
る
中
で
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
長

生
き
リ
ス
ク
に
特
化
し
た
金
融
商
品
が

必
要
で
は
な
い
か
。
そ
の
着
想
を
も
と

に
カ
ナ
ダ
や
日
本
の
先
行
事
例
を
分

析
、
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
「
い
き
い
き

長
生
き
フ
ァ
ン
ド
」
の
導
入
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

審
査
委
員
か
ら
は
「
人
生
１
０
０
年

時
代
が
近
づ
く
な
か
で
、
長
生
き
に
安

心
感
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
を
考
え
た
点

は
評
価
で
き
る
」「
身
近
な
問
題
意
識

か
ら
出
発
し
た
提
案
で
共
感
が
持
て

る
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
東
京

経
済
大
学
チ
ー
ム
、
優
秀
賞
に
東
京
理

科
大
学
チ
ー
ム
と
同
志
社
大
学
チ
ー

ム
、
敢
闘
賞
に
麗
澤
大
学
チ
ー
ム
と
常

磐
大
学
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、

「
準
備
に
準
備
を
重
ね
て
、
質
疑
応
答

も
無
事
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
、
や

り
切
っ
た
と
い
う
達
成
感
が
あ
る
」

（
渡
邉
さ
ん
）、「
敢
闘
賞
と
い
う
結
果

に
は
少
し
悔
し
さ
も
残
る
が
、
こ
う
し

た
場
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」（
金
子
さ

ん
）、「
こ
の
日
ま
で
半
年
間
苦
労
を
共

に
し
た
仲
間
た
ち
に
感
謝
し
た
い
」

（
伊
藤
さ
ん
）
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
中
島
教
授
は
、「
独
自
の

提
案
で
念
入
り
な
準
備
を
行
い
、
決
勝

で
は
と
て
も
よ
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
質
疑
応
答
が
で
き
た
。
こ
の
成
果

は
大
い
に
誇
り
に
思
っ
て
よ
い
。
こ
の

経
験
を
今
後
に
活
か
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝
で
の

麗
澤
大
学
チ
ー
ム
の
入
賞
は
、
３
年
連

続
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

経
済
学
部
３
年
生
チ
ー
ム
が
快
挙

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
で
敢
闘
賞

全国100チーム超の予選を勝ち抜く
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経
済
学
部
経
営
学
科
の
学
生
と
株

式
会
社
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン(

東
京
都
豊

島
区)

の
提
携
に
よ
り
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｎ 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ 
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
〈
麗

澤
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
〉」(

以
下
：
麗
澤
大
学
カ
ー
ド)

が

令
和
５
年
１
月
31
日
に
発
行
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　

経
営
学
科
に
は
実
在
の
企
業
と
連
携

し
、
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
課
題
の
解

決
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
生

き
た
経
営
学
」
を
学
ぶ
「
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
授
業

が
あ
り
ま

す
。
今
回
、

「
麗
大
生
に

よ
る
麗
大
生

の
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
カ
ー

ド
発
行
」
と

い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
、

ク
レ
デ
ィ
セ

ゾ
ン
の
社
員

様
の
協
力
の

も
と
15
名
の

学
生
が
挑
み
ま
し
た
。

　

今
回
発
行
さ
れ
る
麗
澤
大
学
カ
ー

ド
は
、
セ
ゾ
ン
会
員
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
セ
ゾ
ン 

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

ａ
ｌ
」
上
の
デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ド
。
学
内

関
係
者
約
５
０
０
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
選
ば
れ
た
５
種
類
の
デ
ザ
イ
ン
の

カ
ー
ド
が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
に
表

示
さ
れ
ま
す
。

　

麗
澤
大
学
カ
ー
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
優

待
特
典
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

南
柏
駅
、
柏
駅
周
辺
の
飲
食
店
や
カ
ラ

オ
ケ
店
な
ど
、
22
店
舗
で
割
引
や
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
全
員
で
優
待
特

典
の
内
容
を
考
案
し
、
対
象
店
舗
約 

１
０
０
店
を
決
定
。
そ
の
後
、
営
業
担

当
の
学
生
が
電
話
や
飛
び
込
み
訪
問
な

ど
で
直
接
提
案
を
行
い
、 

22
店
舗
に
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

営
業
を
担
当
し
た
荒
井
秀
祐
さ
ん
、

金
子
紀
輝
さ
ん
は
「
初
め
て
の
営
業
活

動
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、
麗
澤
大
学

カ
ー
ド
を
通
じ
て
地
域
と
の
繋
が
り
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
優
待
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
の
は
私
た
ち
に
身
近
で

魅
力
的
な
お
店
ば
か

り
。
多
く
の
学
生
に

優
待
特
典
を
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
の
認

知
度
を
上
げ
る
た
め

に
、
学
生
は
チ
ラ
シ

や
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
発
信
な
ど

学
内
外
で
の
広
報
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
広
報
を
担
当
す
る
勝
山
朋

美
さ
ん
、
秋
山
詩
歩
さ
ん
は
、「
ク
レ

デ
ィ
セ
ゾ
ン
の
社
員
様
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
信
頼
性
が
あ
り
目
を
引

く
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
を
意

識
し
広
報
物
を
制
作
し
ま
し
た
。
企
業

の
方
と
取
り
組
む
こ
と
で
、
社
会
の
生

の
声
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は

な
く
、
調
整
力
、

交
渉
力
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
沢

山
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

産
学
連
携
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

株式会社クレディセゾンと提携

大
学
生
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
誕
生
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　令和4年12月22日、馬術部が麗峰・麗輝の離
厩式を行いました。
　 今 回、 引 退 し た の は、 麗 輝(れ い き・24
才)・麗峰(れいほう・20才)の２頭。
　部員の通常の騎乗練習の他に、「馬とふれ合
う会」の近隣の障がいがあるお子様とその家族
のためにホースセラピーとしての活躍もありま
した。
　離厩式当日は、冷たい雨が降っていました
が、迎えの車が到着した頃にはちょうど雨が上
がり、厩舎には温かい昼下がりの光が差し込
んでいました。 数週間前からお別れの準備を
していた部員たちは、淡々といつものように共
に歩きふれあいのひと時を持ちました。合宿に
行くときはすぐに車に乗り込む麗輝・麗峰です
が、何かを察したのかスロープを駆け上がろう
としながらも何度も足が止まって後退してしま
います。2頭を担当した部員は、落ち着いた動
作で周辺を1周させては、車に誘導することを
急かすことなく繰り返します。その時間、30分
ほど。最後に麗輝が乗り込み、続いてひそやか
に麗峰もスロープを上がりました。車の後部の
扉が閉じられた瞬間、部長・水谷さんの笑顔で
敬礼した後、頬に伝った涙が印象的でした。他
の部員たちは、学園の敷地内から車が見えなく
なった後も、長い間2頭を見送りました。

白麗白麗
２
０
２
３
年
１
月
末
に
新
馬
が
入
厩
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

入
厩
当
初
は
、
車
や
木
々
の
音
に
驚

い
て
ば
か
り
の
２
頭
で
し
た
が
、
無

事
馴
致
し
、
大
活
躍
し
て
く
れ
て
い

ま 

す
。
馬
術
部
と
し
て
馬
の
入
れ
替
え

は
歴
史
的
行
事
で
あ
り
、
入
厩
か
ら
馴

致
ま
で
立
ち
会
え
た
こ
と
を
部
員
と
し

て 

光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、
毎
日
新
し

い
発
見
や
学
び
を
馬
か
ら
教
え
て
も
ら

う
こ
と
が
多
く
、
日
々
成
長
を
感
じ
て 

い
ま
す
。
麗
澤
大
学
麗
澤
会
の
皆
様
に

は
、
新
馬
の
入
厩
に
際
し
て
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
白
麗
と

千
に
会
い
に
厩
舎
に
お

越
し
く
だ
さ
い
！

馬
術
部
の
活
動
に
つ
い
て

　

乗
馬
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
の
中
で
唯
一
動
物
と
一
緒
に
な
っ

て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
人
と
馬
に
は

信
頼
関
係
が
大
切
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
る
馬
た
ち
が
健
康
で
な
け
れ
ば
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

馬
の
命
を
預
か
る
と
い
う
責
任
感
を
忘

れ
ず
３
６
５
日
休
ま
ず
活
動
し
て
い
ま

す
。 

馬
術
部
の
活
動
は
朝
７
時
半
か
ら
。

馬
に
朝
、
昼
、
晩
と
飼
料
を
与
え
、
厩

舎
作
業
や
馬
の
手
入
れ
を
行
い
ま 

す
。

部
員
の
騎
乗
技
術
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
馬
の
健
康
の
た
め
に
も
毎
日
の

騎
乗
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
麗
澤
大
学
馬

術
部
は
競
技
へ
の
参
加
を
目
的
と
せ

ず
、
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た
社

会
貢
献
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
通

常
の
活
動
に
加
え
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
「
麗
澤
の
馬
と

ふ
れ
合
う
会
」
や
合
宿
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

麗
澤
大
学
馬
術
部
の
魅
力
！�

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
学
生
が
主
体
的
に
、
そ
し

て
何
よ
り
も
自
然
豊
か
な
環

境
で
馬
と
共
に
活
動
で
き
る

こ
と
が
馬
術
部
員
に
と
っ
て
の

宝
物
で
す
。
馬
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
馬
術
部
員
は
馬
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

心
が
優
し
く
、
家
族
の
よ
う
な
存
在
で

す
。
こ
の
先
も
癒
さ
れ
て
優
し
い
気
持

ち
に
な
る
、
馬
と
ふ
れ
あ
う
誰
も
が
笑

顔
に
な
れ
る
場
所
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
！　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
学

関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
馬
術
部
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

に
は
大
変
感
謝
致
し
ま
す
。
今
後
と
も

麗
澤
大
学
馬
術
部
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

部
長　

津
田
心
太
朗 (

２
年) 

 

元
部
長　

水
谷
華
菜 (

４
年)
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馬術部“新入部員”の

千千とと
申します

馬術部離厩式

！ 『白麗』（ハクレイ）
品種：サラブレッド
性別：牡馬
年齢：９歳

『千』（セン）
品種：サラブレッド
性別：牡馬
年齢：７歳

白麗のことが大好きで、食
いしん坊の男の子! 　素直
な心の持ち主です!

のんびりマイペースで少し臆
病ですが、運動に入るとかっ
こよくなる甘えん坊の男の子!

セ　ンセ　ン
ハ　クハ　ク レ　イレ　イ

とと

とにかく食べる！

超食いしん坊

筋肉ムキムキな甘えん坊！



　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
担

う
若
者
た
ち
の
自
由
で
魅
力
的
な
提
案

を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
際
学
部
が
主
催
す
る
「
高
校
生
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
令

和
5
年
2
月
11
日
、
産
経
新
聞
社
の
協

力
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
徴
の
一
つ

が
、
高
校
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
作
り
上

げ
る
こ
と
。
予
選
を
通
過
し
た
6
チ
ー

ム
は
、
約
3
ヶ
月
前
か
ら
大
学
生
ス

タ
ッ
フ
や
教
員
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談

を
重
ね
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
迎
え
た
コ
ン
テ
ス
ト
当

日
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
6
チ
ー
ム
の
発

表
者
の
ほ
か
、
担
当
教
員
の
方
々
、
保

護
者
や
関
係
者
の
方
々
、
産
経
新
聞
社

の
取
材
班
の
方
々
な
ど
約
50
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

生
活
に
身
近
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
切

り
口
に
し
た
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
提
案
、

環
境
問
題
に
対
す
る
消
費
者
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
、
電
車
通
学
を
き
っ
か
け

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
発
案
し
た

「
優
先
車
両
」
と
「
鉄
道
会
社
と
の
連

携
ア
プ
リ
」
の
考
案
な
ど
、
高
校
生
の

視
点
か
ら
等
身
大
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提

案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
チ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

終
了
後
は
、
出
場
し
た
高
校
生
同
士
の

交
流
パ
ー
ト
を
実
施
。
4
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
お
互
い
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
感
想
を
共
有
し
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
さ
ら
に
育
て
て
い
き
ま
し
た
。

　

交
流
パ
ー
ト
後
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ

で
出
た
感
想
を
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
ま

と
め
て
全
体
に
発
表
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見

や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
共
有
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
い

よ
い
よ
迎
え
た

表
彰
式
。

「
最
優
秀
賞
」

1
組
、「
優
秀

賞
」
2
組
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で

の
過
程
を
一
番

近
く
で
見
て
き

た
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、
最
も
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
伸
び
し
ろ
が
あ
っ
た

チ
ー
ム
に
「
国
際
学
部
生
賞
」
を
授
与

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
会
総
括
で
あ
る
野
林 

靖
彦
国
際
学
部
長
よ
り
本
大
会
を
対
面

で
開
催
で
き
る
喜
び
と
御
礼
、
そ
し
て

各
チ
ー
ム
へ
の
総
評
が
述
べ
ら
れ
コ
ン

テ
ス
ト
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
と
大
学
生
が
一
緒
に
作
り
上

げ
た
本
コ
ン
テ
ス
ト
。
高
校
生
だ
け
で

は
な
く
、
大
学
生
に
と
っ
て
も
異
な
る

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

国
際
学
部
生
ス
タ
ッ
フ
が
高
校
生
と
協
働

高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

産経新聞社の協力得て開催

最優秀賞	
　�栃木県立矢板東高等学校�
　(リベラルアーツ同好会チーム�CAN�DO)
優秀賞	
　�愛媛県立西条高等学校�
　(マルチサイエンス坂本藩 )
　�新潟県立高田高等学校�
　(トゥートンズ )
国際学部生賞
　�栃木県立矢板東高等学校�
　(リベラルアーツ同好会チーム�CAN�DO)

審査結果

※(�) はチーム名
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馬術部“新入部員”の
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麗澤大学
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～
国
際
協
力
の
心
に
触
れ
る
～

タ
イ
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

　

（
一
財
）
麗
澤
海
外
開
発
協
会
主

催
、
第
17
回
タ
イ
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

に
11
名
の
麗
澤
大
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
２
月
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
２

年
間
開
催
が
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
再
開
を
待
ち
わ
び
て
い
た
学
生
た

ち
の
夢
が
よ
う
や
く
叶
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
は
、
タ

イ
北
部
山
岳
地
帯
で
有
機
栽
培
に
よ
る

コ
ー
ヒ
ー
を
生
産
し
、
持
続
型
農
業
な

ど
を
通
し
て
山
の
人
々
の
暮
ら
し
の
た

め
に
活
動
す
る
ル
ン
ア
ル
ン
（
暁
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
訪
問
し
ま
し
た
。
30
年

以
上
現
地
の
方
と
共
に
活
動
す
る
代
表

の
中
野
穂
積
氏
に
、
国
際
協
力
活
動
に

至
る
人
生
や
長
年
の
活
動
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
く
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
に

て
山
岳
少
数
民
族
の
子
供
の
教
育
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
メ
ー
コ
ッ
ク
財
団

を
訪
問
し
、
現
地
の
抱
え
る
教
育
問

題
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
子
供
た

ち
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
厳
し
い
生

い
立
ち
や
環
境
の
中

で
も
、
自
立
し
た
生

活
を
送
り
、
勉
学
に

励
む
幼
い
子
供
た
ち

の
姿
を
見
て
、
自
分

自
身
の
環
境
を
客
観

的
に
振
り
返
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

感
想
の

中
に
は
、

「
自
分
が

ど
れ
だ
け

恵
ま
れ
た
環
境
で
生
き
て
き
た
の
か
、

あ
た
り
ま
え
・
幸
せ
と
は
何
か
、
ど
れ

も
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
気

が
つ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
麗
澤
大
学
に
入
学
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、
ル
ン
ア
ル
ン
暁
の
家
も
メ
ー

コ
ッ
ク
財
団
の
こ
と
も
知
る
機
会
、
訪

れ
る
機
会
が
絶
対
に
な
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。」「
た
だ
子
供
た
ち
が
可
愛
い

か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を

持
ち
な
が
ら

も
力
強
く
生

活
し
て
い
る

姿
に
心
を
打

た
れ
ま
す
。

次
回
の
渡
航

で
は
、
サ
ー

ク
ル
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
を
計
画
し
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
目

標
で
す
。」
な
ど
、
実
際
に
現
地
に
行

く
こ
と
の
価
値
を
体
感
し
て
く
れ
た
学

生
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
訪
問
時
に
は
、
メ
ー

コ
ッ
ク
財
団
に
て
洪
水
で
破
損
し
た
堤

防
を
修
繕
し
、
増
築
す
る
た
め
、
砂
利

や
砂
の
運
搬
、
セ
メ
ン
ト
作
り
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

無
償
で
誰
か
の
た
め
に
汗
を
流
す
体
験

を
通
し
て
、
国
際
協
力
活
動
へ
の
一
歩

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

メーコック財団の子供たちと
（左：黒いジャケットの女性が代
表のアノラック・チャイスリン氏）

コーヒー農園にて
コーヒー豆の収穫
を手伝う

ルンアルン ( 暁 ) プロジェクト、コーヒー農園にて
（前列右が代表の中野穂積氏）

メーコック財団の子供たちとセメントをバケツリレーで運ぶ



　

一
般
社
団
法
人
未
来
教
育
推
進
機
構

(

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｉ)

が
主
催
す
る
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
活
動
の
発
表
の

場
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ 

２
０
２
２
」
に
近
藤
明
人
教
授
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
所
属
の
経
済
学
部
３
年
次
生
５

名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
総
計
１
６
７
１
件

の
中
か
ら
学
生
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
近

藤
ゼ
ミ
の
学
生
の
受
賞
は
、
前
年
度
の

審
査
員
特
別
賞
に
続
き
２
回
目
で
す
。

　

近
藤
ゼ
ミ
の
学
生
が
提
案
し
た
の
は

規
格
外
の
バ
ナ
ナ
を
皮
ご
と
使
用
し
た

バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
の
開
発
と
販
売
、
そ
の

売
り
上
げ
の
一
部
を
バ
ナ
ナ
農
家
に
寄

付
す
る
と
い
う
も
の
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
「
バ
ナ
ナ
の
皮

を
捨
て
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
日
常
生
活
で
の
気
づ
き
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ

の
皮
の
活
用
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
生
産
地
に
お
け

る
バ
ナ
ナ
農
家
の
過
酷

な
労
働
問
題
や
貧
困
問

題
、
健
康
被
害
、
そ
し

て
中
身
は
食
べ
ら
れ
る
の
に
規
格
外
と

し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
地
元
柏
市
に
あ
る
醸
造
所
を
は
じ

め
様
々
な
企
業
・
行
政
・
専
門
家
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
何
度
も
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、
考
案
し
た
の
が
こ
の

バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
で
す
。
２
０
２
２
年
９

月
に
企
画
を
開
始
し
、
試
作
品
の
完
成

ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
経
済
学
部
３
年

次
生
の
荒
井
秀
祐
さ
ん
は
「
バ
ナ
ナ

ビ
ー
ル
を
大
学
近
隣
の
お
店
で
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
地
域
と
学
生
の

交
流
機
会
創
出
や
地
域
活
性
化
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

語
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
経
済
学

部
３
年
次
生
の
秋
山
詩
歩
さ
ん
は
受
賞

を
振
り
返
っ
て
「
沢
山
の
ア
イ
デ
ィ
ア

の
中
か
ら
バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
が
、
優
秀
賞

を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
一
同
、
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
バ
ナ
ナ
ビ
ー
ル
の
販
売
を
目
指

し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

バ
ナ
ナ
の
皮
ご
と
ビ
ー
ル
で
達
成
に
貢
献
を

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ 

２
０
２
２
」
で
優
秀
賞
を
獲
得

近藤明人教授ゼミから2年連続の受賞

15 R E I T A K U  N o . 1 5 6



　

麗
澤
大
学
在
学
生
に
よ
る
廃
校
再
生

イ
ベ
ン
ト
「
カ
ラ
フ
ル
・
パ
ワ
フ
ル
・

ひ
ろ
せ
フ
ル
～
旧
広
瀬
小
学
校
開
放
日

～
」
を
令
和
４
年
11
月
12
日(

土)

に

滋
賀
県
高
島
市
の
旧
高
島
市
立
広
瀬
小

学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
８
８
６
年
に
開
校
し
た
旧
広
瀬

小
学
校
は
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
り

２
０
１
６
年
に
１
２
９
年
の
長
い
歴
史

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
現
在
は
、
公
益

財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団

が
「
淡
海
湖
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
旧
広
瀬
小
学
校
を
再
び
、
地
域

に
開
か
れ
た
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
12
名
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
当
日
は
、
地
元
の
高
校
生
６

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

「
懐
か
し
さ
」
と
「
小
学
生
の
時
に

で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
考

案
し
た
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、

メ
イ
ン
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
。
体
育
館

で
真
っ
白
な
シ
ー
ツ
に
色
と
り
ど
り
の

ペ
ン
キ
で
手
形
を
つ
け
る
「
手
形
ア
ー

ト
」
や
、「
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
」「
フ

ル
イ
ド
ア
ー
ト
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
他
に
も
滋
賀
県
長
浜
市
で
毎
年
開

催
さ
れ
る
ア
ー
ト
の
祭
典
「
ア
ー
ト
イ

ン
ナ
ガ
ハ
マ
」
事
務
局
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
タ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
氏
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
高
島
市
在
住
漫
画
家 

古
本 

ゆ

う
や
氏
に
よ
る
特
別
イ
ラ
ス
ト
描
き
下

ろ
し
が
実
現
。
滋
賀
県
を
拠
点
に
活
躍

す
る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
～
Ｌ
ｅ
ｆ
ａ

～
」（
リ
ー
フ
ァ
）
に
よ
る
生
ラ
イ
ブ

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
の
卒
業
生
の
方
か
ら
近

隣
の
住
民
お
よ
そ
１
４
０
名
を
は
じ
め

と
し
て
総
勢
約
２
０
０
名
が
参
加
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
は
子
供
さ
ん
か
ら
親
世

代
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世

代
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。

大学麗澤会　学生部

地
域
に
開
か
れ
た
交
流
の
場
を
目
指
し
て

カラフル・パワフル・ひろせフル
廃校再生イベント
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「
い
ち
か
の
あ
の
涙
が
全
て
だ
よ
。
素
敵
な
企
画

を
あ
り
が
と
う
。」

　

１
年
次
に
「
地
域
連
携
実
習
」
を
受
講
し
た
当

時
、
こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
は
全

く
想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

活
動
の
舞
台
は
、
滋
賀
県
高
島
市
の
旧
広
瀬
小

学
校
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
３
学
部
そ
れ
ぞ

れ
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
入
学

し
て
約
半
年
、
ま
だ
他
学
部
生
と
の
交
流
が
少
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
こ
の
環
境
は
、
自
分
の
視
野

の
狭
さ
に
気
づ
く
と
と
も
に
、
何
か
新
し
い
風
が

吹
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
現
地
に
行
っ
た
２
０
２
１
年
12
月
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
が
滋
賀
県
に
行
っ
た
こ
と
が
な

く
、
ま
ず
は
現
地
を
「
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
過

ご
し
た
２
日
間
は
、
ま
る
で
修
学
旅
行
の
よ
う
で

し
た
。
そ
こ
か
ら
何
度
か
現
地
訪
問
を
行
い
ま
し

た
が
、
普
段
多
く
の
時
間
を
大
学
で
過
ご
す
私
た

ち
に
と
っ
て
、
現
地
で
の
時
間
は
貴
重
で
し
た
。

多
く
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
出
会
い

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
活
用
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ー

ト
」。
旧
広
瀬
小
学
校
の
今
の
様
子
や
地
域
の

方
々
の
声
を
も
と
に
、
２
０
２
２
年
11
月
12
日
、

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
憩
い
の
場
づ
く
り
の
二
本
柱

で
「
カ
ラ
フ
ル
・
パ
ワ
フ
ル
・
ひ
ろ
せ
フ
ル
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
全
員
で
準
備
を
し
、

夜
遅
く
ま
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
と

に
か
く
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
が
笑
顔

で
い
る
こ
と
、
今
の
旧
広
瀬
小
学
校
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。

　

開
催
に
至
る
ま
で
、
常
に
見
え
な
い
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
と
に
か
く
全
力
で
走
っ
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
一
緒
に
作
り
上
げ
る
仲
間
が
多
い

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
そ
の
半
面
全
員
が
同
じ

よ
う
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。「
も
う
何
も
し
た
く
な
い
。」
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
で
い
つ
も
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
る
方
々
や
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々

の
存
在
が
本
当
に
私
の
支
え
で
し
た
。
私
の
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
想
い
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
々
だ
か
ら
こ
そ
、

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
か
け
て
く
だ
さ
る

言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
本
当
に
温
か
く
感
じ
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
も
っ
と
で
き
た
の
で
は
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
時
の
私
に
は
１
０
０

点
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
貴
重
な
経
験
を
積
む
機
会
を
く
だ

さ
っ
た
麗
澤
校
友
会
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
高
島

市
の
皆
さ
ま
、
淡
海
湖
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ま
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
そ
し

て
黒
須
先
生
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

全
て
の
出
来
事
、
繋
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
あ
の

１
日
。
あ
の
日
々
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

	

麗
澤
大
学
国
際
学
部
３
年
　
今
城
一
夏

カ
ラ
フ
ル
・
パ
ワ
フ
ル
・
ひ
ろ
せ
フ
ル
を
終
え
て

17 R E I T A K U  N o . 1 5 6
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　今年１月22日、英語劇グループのOBたちにより「SHAKING THE SPEAR」を公
演。出演者は、麗澤会37～80期と年齢の幅があり、さらに麗澤中高の先生、明徳
義塾のOB及び９歳の少年と異色の顔触れでした。詳細は、麗澤大学麗澤会ホーム
ページのお知らせ開催報告（2023年2月1日）『「Shaking the Spear」同窓会』をご
覧下さい。物語は、空港でフライト待ちしている人たちが、ラウンジで時間潰し
に、シェイクスピアの名セリフをお互いに朗誦するというものです。引用された作
品は12作品、ソネットも１作入っています。
　このドラマのシナリオと演出は、バントック、華麗なバックスクリーンの演出
は、M.トリキアン。乗客たちは、南柏国際空港からカリフォルニア経由で柏へ向
かうという設定です。終盤近く田中駿平先生が舞台に呼び出され、「オフェリア」
の歌を歌うというビッグサプライズがあり、最後は全員でESSの歌「I HAVE A 
LONGING」がギターの伴奏で３回も熱唱され、歳月を越えた絆の強さに涙を止め
ることができませんでした。
　遠くは、高知県から通ってくれた人も居て全員が揃ったのは、公演当日だったと
のこと。谷村彩子さん（63大）が、練習日程の調整や衣装の調達など面倒なこと
を全部やってくれました。その衣装にはバントックの祖父(※)のオーバーも使わ
れました。これはバントックが麗澤大学在職中にＥＳＳの谷川キャンプなどで着
用していました。その時、今回出演した永森久隆さん（37大）、森川嘉之さん（39
大）たちと一緒に撮った写真もあります。そのオーバーは祖父の年齢から考える

と、恐らく130年位経っているものです。只一つ悔やまれる
ことは、この公演を事前にOBたちに広くお知らせする余裕
がなかったことです。最後になりましたが、麗澤会からの
ご支援、誠に有難うございました。

※ バントックの祖父　GRANVILLE BANTOCK (1868～1946)
作曲家。1930年に「ナイト」の称号を授与された。

英語劇「槍を震わせて」

英語劇グループの OB 達などによる公演

バントック　京子
空港アナウンサー役の明徳OB空港アナウンサー役の明徳OB



19 R E I T A K U  N o . 1 5 6

箱根予選会に向けて
　

い
つ
も
陸
上
競
技
部
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
回
、
箱
根
駅
伝
は
１
０
０
回
の
記
念
大
会
と

な
り
、
何
校
か
の
増
枠
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

初
出
場
に
向
け
て
取
り
組
む
チ
ー
ム
の
現
状
を

皆
様
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
の
は
、
ケ
ニ
ア
人
留
学
生

の
デ
イ
ビ
ッ
ド
と
学
生
連
合
チ
ー
ム
で
箱
根
駅
伝

を
経
験
し
た
３
年
生
の
工
藤
大
和
、
鈴
木
康
也
の

３
人
で
す
。

　

慣
れ
な
い
環
境
で
の
生
活
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か

ら
か
、
昨
年
は
故
障
が
続
き
悔
し
い
１
年
を
過
ご

し
た
デ
イ
ビ
ッ
ド
で
す
が
、
今
年
は
春
先
の
大
会

で
自
己
ベ
ス
ト
を
何
度
も
更
新
し
、
心
の
こ
も
っ

た
走
り
で
チ
ー
ム
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
工
藤
・
鈴
木
は
箱
根
駅
伝
を
走
り
、
こ

れ
か
ら
チ
ー
ム
で
出
場
を
決
め
勝
負
を
し
て
い
く

た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
肌
で
感
じ
、
そ
れ

を
練
習
や
大
会
に
ぶ
つ
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
17
日(

土)

、
４
年
ぶ
り
に
全
日

本
大
学
駅
伝
予
選
会
に
出
場
で
き
ま
す
。

　

箱
根
駅
伝
予
選
会
前
に
現
状
の
力
が
ど
こ
ま
で

通
用
す
る
の
か
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
臨

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
箱
根
駅
伝
初
出
場
を
決
め
、
皆
様
と

一
緒
に
喜
べ
る
よ
う
、
一
日
一
日
を
大
切
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
応
援
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

陸上競技部　名簿
学年 名前 出身地 出身高校
4 大澤　巧使 静 岡 島田
4 大橋　陸(主務) 神奈川 駒澤大学高校
4 奥田　捺暉 島 根 明誠
4 小倉　聖海 新 潟 八海
4 神之田　真紘 鹿児島 鶴翔
4 鴨志田　遼太郎 千 葉 八千代松陰
4 今野　元揮 宮 城 東北
4 今野　純(副将) 宮 城 東北
4 宮本　大也(副将) 愛 媛 宇和島東
4 若田　宗一郎 栃 木 文星芸術大学附
3 牛ノ濱　翔汰 鹿児島 鶴翔
3 工藤　大和(主将) 千 葉 八千代松陰
3 小林　丈留 三 重 四日市工業
3 坂本　優騎 富 山 高岡商業
3 鈴木　康也 千 葉 拓大紅陵
3 鈴木　龍星 宮 城 東北
3 中野　貴誉 鹿児島 鶴翔
3 廣瀬　啓伍 福 井 美方
2 東　晃成 福 井 美方
2 大塚　亮之介 千 葉 市立船橋
2 神之田　大翼 鹿児島 鶴翔
2 小宮　尚栄 長 崎 瓊浦
2 榊原　巧 宮 城 東北
2 砂場　育夢 岐 阜 益田清風
2 関　優樹 大 分 鶴崎工業
2 鳥飼　智也 千 葉 拓大紅陵
2 福井　康生 愛 知 豊明
2 水上　流輝亜 福 井 敦賀気比
2 若井　涼 東 京 拓大第一

2 デイビッド　シュンゲヤ
ネイヤイ ケニア ケンスウェド

1 荒原　駿 茨 城 鹿島学園
1 岡田　祥太 千 葉 我孫子
1 小鹿　祐渡 愛 知 津島東
1 清水　颯太 千 葉 西武台千葉
1 杉本　翔輝 静 岡 島田
1 鈴木　優太郎 愛 知 愛知
1 永田　愛己 岐 阜 大垣日大
1 永戸　敢太朗 広 島 世羅
1 中村　友翼 福 井 美方
1 森川　耀 愛 知 愛知黎明

マネージャー
3 大羽　萌 千 葉 流経大柏
2 伊藤　玲奈 山 形 小国

監　督 山川　達也
コーチ 原塚　大貴
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中
学
３
年
生
は
、「
自
分
（
ゆ
め
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
２

月
19
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
、
11
日
間

の
日
程
で
イ
ギ
リ
ス
研
修
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
中
学
生
活

３
年
間
の
集
大
成
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
４
年
ぶ
り
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
研
修
に
向
け

て
、
英
語
の
授
業
の
ほ
か
、
特
別
講
話

や
国
内
の
宿
泊
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、

準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
イ
ギ
リ

ス
研
修
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
（
国
会

議
事
堂
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺

院
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
大
英
博
物

館
な
ど
）
や
イ
ギ
リ
ス
各
地
の
観
光
の

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
し
ま
し
た
。
ま

た
、
現
地
校
を
訪
問
し
、
日
本
文
化
に

関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
ほ
か
、
英
語
劇
、
合
唱
、
ソ
ー
ラ
ン

節
な
ど
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
準
備
し
て
き

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
各
地
で
の

活
動
を
通

じ
て
、
貴

重
な
経
験

や
沢
山
の

学
び
を
得

て
、
全
員

が
無
事
に

帰
国
し
ま

し
た
。

「
麗
寮
」の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム

　

令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
麗
寮
」
の
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
」
の

１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。
外
部
講

師
と
麗
澤
大

学
の
学
生
サ

ポ
ー
タ
ー
に

ご
指
導
い
た

だ
き
、
１
回

90
分
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
年

間
18
回
実
施

し
ま
し
た
。

寮
の
４
年
生
全
員
と
５
年
生
の
希
望
者

４
名
が
参
加
し
、
男
女
混
合
の
グ
ル
ー

プ
で
多
様
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
「
英

語
を
活
用
す
る
意
欲
を
養
う
」
で
す
。

　

開
始
当
初
、
英
語
を
話
す
こ
と
へ
の

意
識
は
人
に
よ
り
異
な
り
、
積
極
的
な

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
生
徒
は

英
会
話
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
活
を
共
に
す
る
仲
間
同
士

の
た
め
、
打
ち
解
け
合
い
、
サ
ポ
ー
ト

し
合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
、
年
度
の
後
半
に
は

ど
の
生
徒
も
臆
す
る
こ
と
な
く
積
極
的

に
英
語
で
発
言
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
ピ
ー
チ
（
自

己
紹
介
、
自
分
の

推
し
活
、
長
期
休

暇
の
思
い
出
、

活
動
の
振
り
返

り
）、
英
語
で
の

ゲ
ー
ム
、
Ａ
Ｒ
Ｅ

Ａ
を
使
っ
た
論
理

的
ス
ピ
ー
チ
方
法
、
長
文
読
解
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
、
歌
の
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｐ
Ｄ
Ａ
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
外
国
人
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
講
話
、
麗
澤
大
学

留
学
生
の
講
話
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
、
英
検

対
策
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
イ
ギ
リ
ス
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
！

ビッグ・ベンでの集合写真

生徒プレゼンの様子

フォトグラファーの講話

インターナショナルタイムの様子

合唱発表

折り紙を英語で説明

全員無事に帰国しました
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ア
メ
リ
カ
出
身
の
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
、
モ
ン
ゴ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
留

学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
話
か
ら
は
、
国
に

よ
る
生
活
や
文
化
、
慣
習
の
違
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

チ
ベ
ッ
ト
出
身
留
学
生
の
難
民
と
し
て

生
き
る
様
子
を
直
接
聞
き
、
自
分
た
ち

の
生
活
環
境
と
の
違
い
、
国
が
あ
る
こ

と
の
意
味
や
自
分
た
ち
が
知
ら
な
い
世

界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
た
ち
は

強
く
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

令
和
５
年
度
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

リ
ニュ
ー
ア
ル

　

中
学
校
開

校
時
に
現
在

の
場
所
に
開

設
さ
れ
た
メ

デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
多

く
の
生
徒
・

教
職
員
に
活

用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
昨

年
、
20
周
年

を
機
に
、
保

護
者
会
の
強

力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
（
教

育
準
備
積
立

金
）
に
よ
り

大
規
模
な
改

修
を
行
い
、「
個
人
学
習
エ
リ
ア
・
情

報
発
信
エ
リ
ア
・
フ
リ
ー
エ
リ
ア
」
の

３
つ
の
エ
リ
ア
を
備
え
た
「
森
の
図
書

館
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
蔵
書

や
座
席
数
も
増
え
、
自
学
や
調
べ
学

習
、
授
業
な
ど
で
連
日
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
研
究
会
が

全
国
大
会
で
２
年
連
続

優
秀
賞
を
受
賞
！

　

昨
年
12
月
27
日
に
行
わ
れ
た
全
国
大

会
「
エ
シ
カ
ル
甲
子
園
２
０
２
２
」
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
会
が
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
と
し
て
決
勝
の
場
に
出
場
し
、
２
年

連
続
で
優
秀
賞
（
徳
島
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
惜
し

く
も
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
活
動

を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
深
く
活
動
を
行

う
た
め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
「
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
と
販

売
、
福
祉
の
視
点
か
ら
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

活
動
で
の

収
益
が
持

続
可
能
な

社
会
づ
く

り
に
つ
な

が
っ
て
い

る
」
と
評

価
を
し
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

西
郷
真
央
選
手
か
ら

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
12

月
、
卒
業
生

で
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
西

郷
真
央
選
手

か
ら
ヤ
マ
ハ

の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
が
寄

贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
は
、
同
年

の
春
に
開
催

さ
れ
た
「
ヤ
マ
ハ
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
プ

ン
葛
城
」
で
西
郷
選
手
が
優
勝
さ
れ
た

際
、
主
催
者
か
ら
副
賞
と
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
、
校
舎
１
階
の
コ
モ
ン
ホ
ー

ル
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
井
和

郎
氏
を
お
迎
え
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
、
生
徒
や
教
職
員
が
そ
の
素
晴
ら

し
い
音
色
に
聞
き
惚
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
練

習
や
学
校
行
事
等
、
様
々
な
場
面
で
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

フリーエリア個人学習エリア

留学生との交流

エシカル甲子園で優秀賞！

寄
贈
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ



麗
澤
高
等
学
校

「
通
信
制
課
程
」が

令
和
４
年
度
よ
り

ス
タ
ー
ト

～
麗
澤
が
提
案
す
る
も
う
一
つ
の
カ
タ
チ
～

　

全
日
制
課
程
の
校
舎
か
ら
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
「
麗
澤
大
学
生
涯
教
育
プ
ラ
ザ
」
を
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
、
麗
澤
高
校
「
通
信
制
課
程
」
が

開
設
（
※
募
集
対
象
生
徒
は
東
京
都
、
千
葉
県
在

住
の
み
）
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
目
を
迎
え
た
今

年
４
月
に
は
多
く
の
新
入
生
が
加
入
し
、
総
勢

１
１
１
名
（
５
／
１
現
在
）
の
生
徒
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
「
知
徳
一
体
」
の
教
育
理
念
を
基
盤
に
全
日
制

や
通
信
制
の
垣
根
を
超
え
た
新
し
い
教
育
の
形
を

提
案
し
、
麗
澤
教
育
の
裾
野
を
広
げ
、
個
性
豊
か

な
生
徒
が
集
い
、
一
人
ひ
と
り
が
落
ち
着
い
た
環

境
下
で
自
分
と
向
き
合
い
、
仲
間
と
と
も
に
成
長

し
て
い
く
。「
こ
の
学
校
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
進
路
実
現
サ
ポ
ー
ト
や
豊
か
な
学
校
生

活
、設
備
環
境
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＜ロゴの意味＞
3 本の斜線は、「感謝の心、思
いやりの心、自立の心」を表現。
この 3 つの心を育み未来へ歩
みを進めて欲しいとの願いが込
められています
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「
麗
澤
だ
か
ら
で
き
る
、
特
色
あ
る
通
信
制
」

�

校
長　

櫻
井　

讓
（
さ
く
ら
い　

ゆ
ず
る
）

　

今
、
科
学
の
進
歩
に
よ
り
、
必
要
な
知
識
は
す
べ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
知
識
を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
問
わ
れ
る
社
会
。
そ
の
社

会
で
求
め
ら
れ
る
能
力
と
は
、
正
解
の
わ
か
ら
な
い
問
題
に
出
く
わ

し
た
時
に
、
い
か
に
自
分
の
答
え
を
見
つ
け
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
課
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
夢
と
学
業
を
両
立
さ
せ
て
く
れ

る
べ
く
教
職
員
や
仲
間
と
の
交
流
、
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
あ
る
「
チ
ー
ム
麗
澤
」

に
よ
る
学
び
が
で
き
る
の
が
麗
澤
高
等
学
校
通
信
制
で
す
。
た
と
え
ば
、
関
西
や
創
立

者
ゆ
か
り
の
地
、
群
馬
県
谷
川
・
大
穴
記
念
館
へ
の
研
修
旅
行
、
校
内
の
ゴ
ル
フ
場
で

体
育
の
授
業
は
も
と
よ
り
、
麗
澤
大
学
と
の
高
大
連
携
・
出
張
講
義
、
大
学
へ
の
推
薦

制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

　

「
あ
せ
ら
ず
、
や
す
ま
ず
、
あ
き
ら
め
ず
」、
麗
澤
な
ら
で
は
の
広
大
な
緑
溢
れ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
と
も
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
変
わ
ろ
う
。
麗
澤
で
。」

�

教
頭　

山
本　

崇
之
（
や
ま
も
と　

た
か
ゆ
き
）

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
社
会
で
有
意
な
人
材
と
な
り
活
躍
す
る
為

に
は
、
知
性
を
育
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
活
か
す
た
め
の
高

い
人
間
力
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
人
間
力
の
根
幹
を

形
成
す
る
た
め
に
は
、「
こ
こ
ろ
」
を
育
て
る
教
育
が
必
要
で
す
。

麗
澤
教
育
は
創
立
以
来
、
一
貫
し
て
こ
の
伝
統
を
守
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
へ
加
え
て
、
更
な
る
多
彩
・
多
様
な
学
び
を
可
能
に
す
る
の
が
麗
澤
高
等
学

校
の
通
信
制
課
程
で
す
。

　

本
校
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
職
員
ス

タ
ッ
フ
、
充
実
し
た
設
備
と
緑
溢
れ
る
環
境
、
そ
し
て
、
創
立
以
来
培
っ
て
き
た
「
こ

こ
ろ
」
を
育
む
教
育
の
三
つ
が
一
体
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
個
性
を
大
き
く
伸
ば
し
ま
す
。

「
麗
澤
教
育
に
触
れ
て
前
向
き
に
な
れ
た
」「
こ
の
麗
澤
に
来
て
よ
か
っ
た
」「
麗
澤
に

来
た
か
ら
成
長
で
き
た
」
と
実
感
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

境
遇
や
生
い
立
ち
が
異
な
る
多
く
の
仲
間
が
こ
の
学
び
舎
へ
集
い
、
お
互
い
に
励
ま

し
合
い
補
い
合
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
日
本
人
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



［ 麗澤高校通信制課程の特長 ］

　創立以来、培ってきた「こころ」を育むことを根幹に据えた教育活動を行っています。
そのうえで、麗澤ならではの生徒一人ひとりに合った学習を提案し、幅広い進路実現を教
職員一同がサポートします。【特別進学コース】【進学コース】を選択でき、自分に合った
プログラムで学習に取り組めます。

麗澤だからできる「知徳一体教育×個別最適化」1

　麗澤大学の学生食堂や図書館など、一部施設が利用可能です。また、各学部より出張講
義が実施され、通信制課程にいながら一足先にキャンパスライフを味わえます。学校が定
める基準を満たせば、麗澤大学への指定校推薦も利用可能です。

国際性豊かな麗澤大学との連携2

　生徒１人１台ノートＰＣを所持し「atama+」「スタディサプリ」などの学習アプリや
Google Workspaceを活用した教育を展開します。ｅスポーツや音楽制作、映像制作が可
能な機器も完備。

一人ひとりの学びの可能性を広げる「ＩＣＴ環境」3

■ 主な行事 
※行事は一例です。変更する場合があります。

・年２回の保護者学級
・修学旅行（関西ｏｒ谷川）
・東京ディズニーランド研修
・麗澤杯ゴルフ大会
・麗澤杯ボウリング大会

■ スクーリング
・ 体育では、恵まれた環境を活かしゴルフ、テニス、バレーボール、ヨガ等を実施
・全日制で実績のある言語技術を導入
・ 家庭科では、麗澤幼稚園実習、麗しの杜訪問を実施
・ 総合的な探究の時間では、本校オリジナルテキストを作成し、ゼミ形式で授業展開

　勉強だけでなく様々な体験が豊かな学びにつながります。本校ならではのスクーリング
（面接指導）や学校行事の他、毎月楽しいイベントを企画・実施しています。

多彩な行事とスクーリング4

　校舎は「麗澤大学生涯教育プラザ」５階にあり眺望もよく、また広々とした個人学習ス
ペースが用意されています。フロア中央にはリラックスできるフリースペースがあり、先
生に質問したり、食事を取ったり、友人と過ごしたり、様々な用途で利用できます。

一人ひとりが落ち着いて学べる環境5
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校
長　

藤
田　

知
則

自
ら
求
め
、自
ら
学
ぶ

　

私
学
の
存
在
意
義
は
、
理
念
に
基
づ

い
て
生
徒
を
教
育
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
い
つ
で
も
参
照
す
べ
き
原
点
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
ブ
レ
ず
に
教
育
が
行

え
る
強
み
が
あ
り
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
教
育
活
動
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
校
で
は
３
年
前
か
ら
探

究
活
動
に
力
を
入
れ
、
社
会
の
最
前
線

で
活
躍
す
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
の

方
々
を
数
多
く
学
校
に
お
招
き
し
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
講
師
と
の
交
流

を
通
し
て
、
社
会
の
変
化
す
る
ス
ピ
ー

ド
を
肌
で
感
じ
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
学
ぶ

の
か
、
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
と
い
う

本
質
的
な
問
い
を
立
て
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
学
び
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、「
自
ら
求
め
、
自

ら
学
ぶ
」
生
徒
た
ち
が
育
っ
て
い
き
ま

す
。

　

探
究
活
動
や
英
語
教
育
の
更
な
る
充

実
に
加
え
て
、
瑞
浪
な
ら
で
は
の
環
境

を
活
か
し
、
ゴ
ル
フ
や
キ
ャ
ン
プ
を
通

し
た
人
間
教
育
に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
の
麗
澤
瑞
浪
の
発
展
を
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に

　

現
代
は
、
絶
え
間
な
く
変
化
す
る
予

測
不
能
な
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
変
動
性
、
不
確

実
性
、
複
雑
性
、
曖
昧
性
）
時
代
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
に
は
自
ら
課
題
を
見

つ
け
、
解
決
の
た
め
に
協
働
す
る
力
が

必
要
で
す
。
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
は
当
た
り

前
が
当
た
り
前
で
な
く
な
る
時
代
で

す
。
当
た
り
前
と
は
何
か
、
問
い
直
し

を
行
う
た
め
に
半
径
５
ｍ
の
環
境
を
整

え
る
、
感
謝
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
半
径
５
ｍ
の
多
様
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
当
た
り
前
が
当
た
り

前
で
な
く
な
り
、
新
し
い
視
点
が
生

ま
れ
、
色
々
な
疑
問
が
わ
い
て
き
ま

す
。
今
あ
る
場
所
を
離
れ
て
多
様
性

の
あ
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
、「
コ

ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
（
快
適
な
領
域
）

を
飛
び
出
す
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、「
当
た
り
前
」
の
対
義
語
は
「
あ

り
が
と
う
」
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」

と
は
漢
字
で
書
け
ば
〝
有
難
う
〟、
つ

ま
り
〝
有
る
こ
と
が
難
し
い
〟
と
い
う

意
味
に
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
感
謝

の
心
を
育
て
る
こ
と
で
当
た
り
前
の
こ

と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
の
だ
と
気
付

け
る
よ
う
に
な
り
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
を

生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
す
。

英
語
・
国
際
教
育

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
①

　

英
語
の
授
業
で
は
「
生
き
た
英
語
」

を
習
得
す
る
た
め
に
東
海
地
区
で
唯
一

の
ラ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て

お
り
ま
す
。
従
来
型
の
英
語
授
業
の
よ

う
に
音
、
意
味
、
文
法
な
ど
を
一
度
に

イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
段
階

的
な
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の

英
語
の
授
業
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
と
日

本
人
教
員
の
二
人
体
制
で
行
わ
れ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
も
導
入
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
体
感
的
な
英
語
学
習

に
よ
り
、
最
終
的
に
は
イ
ン
プ
ッ
ト
さ

れ
た
英
語
を
自
在
に
操
っ
て
様
々
な
手

段
で
自
己
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

全
国
的
な
実
力
テ
ス
ト
や
各
種
検
定
に

お
い
て
も
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
外
国
人
留
学
生
や
外
部
講
師

と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
海
外
留
学
提

携
校
と
の
発
表
交
流
会
を
行
う
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ

ナ
ダ
な
ど
交
換
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

全員無事に帰国しました



25 R E I T A K U  N o . 1 5 6

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
学
ん
で
き
た
英
語

を
よ
り
実
践
的
に
活
用
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
特
に
留
学
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

ゾ
ー
ン
を
飛
び
出
し
、
未
知
な
る
自
分

と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、
自
分
自

身
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
後
の
教
育
に
つ
い
て

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
②

～
ゴ
ル
フ
を
取
り
入
れ
た
人
格
教
育
～

　

初
代
校
長
の
廣
池
千
英
は
、「
ゴ
ル

フ
は
、
人
生
行
路
と
全
く
同
じ
で
、
正

道
を
真
直
に
一
歩
一
歩
確
実
に
漸
進
す

れ
ば
、
や
が
て
目
標
に
到
達
す
る
」
と

し
、
謙
虚
、
強
固
な
意
志
、
粘
り
抜
く

な
ど
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
た
人
づ
く
り
を

推
奨
し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
春
よ

り
新
た
に
屏
風
山
コ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン

し
、
ゴ
ル
フ
に
よ
る
人
格
教
育
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

～
キ
ャ
ン
プ
を
取
り
入
れ
た
情
操
教
育
～

　

野
外
教
育
は
、
人
と
自
然
を
つ
な
い

で
、
心
の
中
に
自
然
を
取
り
入
れ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人
を
つ

な
ぎ
、
助
け
合
い
な
ど
か
ら
喜
び
を
体

感
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸
福
）

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
豊
か
な
自

然
を
活
か
し
て
、
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ

教
育
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

浦
沢 

さ
く
ら
さ
ん
（
高
校
３
年
）

【
生
徒
の
声
】

～
寮
生
活
の
学
び
～

先
輩
や
仲
間
か
ら
の
支
え

を
、後
輩
へ
つ
な
ぐ

　

私
の
中
学
校
生
活
は
女
子
寮
の
入
寮

と
共
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
新

し
い
環
境
に
置
か
れ
た
私
は
当
時
、
こ

の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
自
信
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
高
校
で
も

寮
生
活
を
続
け
て
い
る
の
は
、
先
輩
方

や
仲
間
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
い
つ
も
一
緒
に
い
る
分
、
み
ん
な

で
同
じ
苦
労
を
乗
り
越
え
、
先
輩
方
は

自
身
の
経
験
か
ら
私
た
ち
を
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
い
つ
の
間
に
か

た
く
さ
ん
の
後
輩
を
抱
え
、
支
え
る
立

場
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
し
て
く

だ
さ
っ
た
よ
う
に
、
次
は
私
が
得
た

「
寮
で
の
経
験
」
を
活
か
し
、
み
ん
な

の
力
に
な
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
、
新
し
く
教
員
紹
介
ペ
ー
ジ
が

で
き
ま
し
た
。
担
当
ク
ラ
ス
、
教
科
に

加
え
て
、
麗
澤
瑞
浪
の
好
き
な
と
こ

ろ
、
百
万
円
と
一
ヶ
月
の
休
み
が
あ
っ

た
ら
何
を
す
る
か
等
、
教
員
の
特
徴
が

分
か
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是

非
楽
し
み
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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６
年
ぶ
り
の

�

復
活
！

日　時：�9 月 23日（土）13:30-15:30（13：00受け付け開始）�
（引き続き 15:30-17:30�Welcome�Back�Party ！次ページへ！）

場　所：麗澤大学キャンパス・学生食堂「ひいらぎ」（おしゃれに生まれ変わりました！）
参加費：無料
内　容：�麗大の今がわかる学生発表、�

キャンパスツアーなど楽しい交流イベントを企画中�
詳細は麗澤校友会ホームページにアップしていきます。

問い合わせ先：hcd2023@reitaku-u.ac.jp
参加申し込み：https://forms.gle/23xHnbjoXqmNDcCD6　

　「ホームカミングデー（HCD: Home Coming Day）」は、卒業生をお招きし、スポーツ・展示・
舞台などを楽しむとともに、恩師や友人と再会する場としていただく交流イベントです。
麗澤大学では第 1 回の 2004 年から第 14 回の 2017 年まで毎年様々な規模と催し物で行わ
れていました。大規模開催時は参加者 1200 名にものぼり、田中邦衛さんをお招きしてお
話をしていただいた 2009 年の開学 50 周年のホームカミングデーもありました。しかし、
2018 年以降は開催されていませんでした。
　2022 年 11 月より麗澤大学の授業である「地域連携実習」で、“ 学生主体 ” となってホー
ムカミングデーを「復活させたい！」という企画が始まりました。6 年ぶりのホームカミ
ングデーは小さな規模から、その後に段階を踏んで少しずつ大きな規模で開催していきた
いと考えています。Hop step jump! まだ始まったばかりのプロジェクトですがメンバーの
学生たちは “ やる気 ” と “ 元気 ” の両方とも満タンです！

麗澤大学

ホームカミングデーホームカミングデー
〜現役大学生＆麗澤大学麗澤会学生部　企画〜

卒業生の皆さま、ぜひご家族・お友だちとお越しください！卒業生の皆さま、ぜひご家族・お友だちとお越しください！
エネルギッシュに活動する現役大学生がお待ちしています！！エネルギッシュに活動する現役大学生がお待ちしています！！

頼もしい
H C D プロジェクト
メンバー
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Reitaku
Welcome Back
Party 2023 のご案内

「れいたく」の卒業生・現役大学生が
世代や地域を超えてつながり交流する機会です。
会場は恩師、仲間たちとの「おかえり」と「ただいま」でいっぱいになります！
社会で活躍する先輩方から、羽ばたいたばかりの新社会人の皆さん、
そして現役大学生が世代を超えて

「れいたく」で繋がる一体感をともに味わいませんか？
25 歳以下の方は無料でご招待します。

日　時 　　  2023 年 9月 23 日（土） 
15：30 ～ 17：30（15：00 受け付け開始） 

（直前 13：30-15：30 麗澤大学ホームカミングデー 6 年ぶりの復活！　前ページ参照）

会　場 　　 麗澤大学キャンパス・学生食堂「ひいらぎ」
内　容 　　  全国の「れいたく」の仲間とつながるアクティビティーや 

ゲームをしながら交流を楽しむイベントです。
参加費 　　  25 歳以下の卒業生　無料 

それ以外の卒業生は 2,000 円　＊同伴のお子さまは小中高生無料

申　込 　　  https://forms.gle/1HcFTcEhaMDdHPNG6
  麗澤大学ホームカミングデーにお申し込みいただき、当イベントにも参加予定

（「はい」ボタンをチェック）のお知らせをいただいた方は、改めてのお申し
込みは不要です。

締　切 　　 第 1 次締切　8 月 20 日（日）



麗澤各母校　令和 5 年度　執行部

麗澤大学

渡邉　信 堀内　一史
（36高大）

唐木　重典 柴崎　亮介副 学 長

徳永　澄憲（33瑞）学　　長

事務局長 小林　宏明

麗澤中学・高等学校

山本　崇之
（53高）

西野　徹
（49高）

古川　圭介
（52高）

教 頭

櫻井　譲校 長

事務部長 生形　大助

麗澤瑞浪中学・高等学校

高橋　周作
（54高）

松本　兼太朗
（58高）

教 頭

藤田　知則（58高）校 長

事務部部長 川瀬　達也（55瑞大）

麗澤幼稚園

竹政　幸雄（32高大）園 長

事 務 長 服部　恵理子（61高）
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麗澤大学麗澤会
会　　長� 黒須　里美（43高大）
副 会 長 � 松浦　貞雄（56高大）
幹　　事� 平原　由樹（57大）� 富田　裕之（58大）� 西山のりこ（60瑞大院）� 吉田健一郎（60院）�
� 丸　　優泰（63大）� 松野　大祐（69大・事務局長兼務）
事務局次長� 山川　麻由（76大）
事 務 局� 平塚　隆仁（特）

一般社団法人麗澤校友会 令和５年度役員
名誉会長� 廣池　幹堂（32高） 
顧　　問� 宮嶋　邦彦（15高短）� 山本　幾雄（23高）� 小野　　剛（24高） � 岡田　恭彦（28高）
名誉会員� 廣池加津子

専務理事� 上平　光孝（35高）
理事・副会長� 松浦　貞雄（56高大）
理　　事� 田中　敏滋（31高）� 小西　直之（40高）� 村田　雅洋（41瑞）� 川島　正敬（42瑞大）
� 徳永　陽子（42高大）� 田口　英樹（43高）� 高野倉匡人（44高）� 林　　章浩（44瑞大）
� 小柴　孝之（45高）� 森光　孝雅（45高）� 永冶　真樹（46高）� 平野　和芳（46大）�
� 平原　由樹（57大）� 富田　裕之（58大）� 西山のりこ（60瑞大院）� 服部恵理子（61高）�
� 白澤　美幸（63高）� 廣池　慶一（64瑞大）� 松野　大祐（69大）
監　　事� 木津　孝道（43高）
事 務 局� 米田　隆彦（52大）� 福田　千恵（63高）

代表理事・会長
松浪　　進（32高）

代表理事・副会長
黒須　里美（43高大・麗澤大学麗澤会会長兼務）

会　　長� 白澤　美幸（63高）

副 会 長 � 永冶　真樹（46高） 重松　雅治（66高）
事務局長� 佐坂　浩二（50高）
幹　　事� 増田　光辰（46高）� 諌山　佳子（51高）� 中山　理恵（57高）� 木村　道生（58高）
� 風澤　俊之（60高大）� 生方　綾香（78高） 服部かな子（80高） 高田　空也（81高）
監　　事� 安武　智佐（42高）� 三浦　礼子（51高） 
事 務 局 � 小島　智子（55商）

れいこう麗澤会

会　　長� 川島��正敬（42瑞大）

副 会 長 � 位田　耕一（43瑞）� 伊藤　敏大（54瑞） 長谷　亨治（61瑞大）
事務局長� 加藤　昇一（64瑞）
常任幹事� 甲斐　　誠（37瑞）� 川嶋　光人（37瑞）� 塚本　正寿（38瑞）� 内海　俊明（40瑞）
� 堀　　一宏（43瑞）� 則竹　勅仁（47瑞）� 野瀬　博経（48瑞）� 阿部　浩司（49瑞）
� 山本　和博（52瑞大）� 望月　正人（57瑞大）� 小栗　加奈（57瑞）� 神田　　和（62瑞・広報担当）
� 竹内　　巧（65瑞）� 宮田　祐嗣（66瑞）� 谷渕　貴啓（67瑞）
幹　　事� 安江　盛一（38瑞）� 安藤　誠子（45瑞）� 小倉　智代（48瑞）� 山崎　保美（52瑞）
� 笹原　司之（54瑞）� 鷲見　仁美（55瑞）� 松瀬　　光（60瑞）� 川崎　匡剛（61瑞大）
� 安藤みゆき（62瑞）
� 伊藤　健文（68瑞）� 林　　俊紀（72瑞・庶務・会計担当）�
事 務 局 � 麻生　裕子（42瑞）

みずこう麗澤会



支部名 支部長名 期別 メールアドレス 電話番号 携帯番号
北海道 田中　敏滋 31 高 tanaka@sapporo-law.com 011-281-1441
青森県 若井　隆志 34 大 twakai@actv.ne.jp 017-743-1262
岩手県 市瀬　　均 56 高 htichise0308@outlook.jp 090-8780-8327
宮城県 渡辺　浩吉 36・37 高大 022-231-5947
秋田県 小笠原まり子 48 高 korima0530@yahoo.co.jp 0184-24-2601
山形県 佐藤　　豊 33 高 yyh@ma.catvy.ne.jp 023-654-6451
福島県 先崎　温容 56 大 qqcp3zbb9@miracle.ocn.ne.jp 0247-78-1278
茨城県 白井　嘉彦 35 大 Yoshihiko77@hotmail.com 029-270-1143
栃木県 秋本　　薫 43 高
群馬県 上原　克文 47 大 katsufumiuehara@yahoo.co.jp
埼玉県
千葉県 染谷　菜摘 72 高大 080-6517-4377
東京都 西村　統行 43 高 yuchan@plum.ocn.ne.jp 03-3829-1996

神奈川県 浅野　峰之 43 高
新潟県 横山　英晴 42 高 tyujyo-yoko@nct9.ne.jp 0258-66-5050
富山県 役川　喜博 42 高大 076-465-6838
石川県 山口　茂一 38・39 高大 moichi@po2.nsknet.or.jp 076-298-7511
福井県 中島　福則 41 瑞 nakaban@beetle.ocn.ne.jp 0770-52-0825
山梨県 依田　昇一 37 瑞 kaneyo@nns.ne.jp 055-233-5671
長野県 村田　昌隆 38 高 shoryu.mura2@gmail.com 026-244-6716
岐阜県 長谷　愛子 34 高 love-french.@docomo.ne.jp 058-392-3741
静岡県 村越　　勉 30 高 kameyawine@mub.biglobe.ne.jp 054-281-2082 090-3953-4280
愛知県 齋藤　鎮治 34 瑞 101ys@ps-saito.jp 052-671-3946
三重県 西尾　信重 41 高 kaki-chaki.nishiotoen@topaz.plala.or.jp
滋賀県 藤居　昌幹 42 瑞 reitaku.shiga@gmail.com 0749-65-2237
京都府 樋口真一郎 62 瑞 shiguchi0901@gmail.com 0774-22-1332 080-3712-9272
大阪府 福田　靖久 45 高 fukuda.y@marufuku-foods.co.jp 090-3057-2505
兵庫県 大上　磯松 36 高大 mkkr08300@maia.eonet.ne.jp 079-597-2020
奈良県 吉村　善明 45 瑞 chi2boo@kcn.ne.jp 0743-73-2730

和歌山県 山添　順裕 45 瑞 yoshihiro@yamazoe-print.co.jp 073-471-1911
鳥取県 雑賀　正光 31 高大 ganju.saiga2@gmail.com 090-8715-8841
島根県 中村　寿男 36 瑞大 marujyu@nippon-tea.co.jp 0852-24-0001
岡山県 山本　　達 41 高 telaffy3109@nifty.com 086-422-2480
広島県 湯本　雅博 38 瑞 yumoto_0120@outlook.jp 084-954-3478 070-5050-3478
山口県 山下　温子 36 瑞 nagako@xd6.so-net.ne.jp 090-7591-7338
徳島県 阿部　　修 35 高
香川県 宮本　雅由 36 高 masa-miya11@helen.ocn.ne.jp 090-8993-0254
愛媛県 鳥生　幸吉 32 瑞 kokichi.0822@gmail.com 0898-23-2686
高知県 津野　義忠 29 瑞大 088-852-0811
九州 矢野　壽郎 36 瑞 090-4358-9222

沖縄県 和久　茂樹 46 高 waku888shigeki@gmail.com 090-9784-2171

地元の支部とも繋がっていただき、母校と期別を越えて親睦を深めましょう。

麗澤校友会は全国に支部があります。
地元にお住まいの方も、転勤等で引っ越された方も是非ご連絡ください！

麗澤校友会�都道府県支部令和5年度
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お
た
よ
り

若
月
　
皎
（
24
高
）

　

 

麗
澤
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
整
体
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
開
業
し
て
か
ら
５
３
年
に
な
り
ま

す
。
健
康
維
持
の
為
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
一
年
に
１
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
米
子
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
担
当
を
し
て
お
り
、
１
０
０
０
人

ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
障
害
者
の
方
と
２
㎞
を
歩
く

行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
も
し
て
い
ま
す
。

松
岡
　
省
一
（
30
高
大
）

　

 
自
著
『
こ
こ
ろ
の
作
り
方
』
を
上
梓
し
ま
し

た
。
新
し
い
時
代
を
つ
く
る
社
会
を
つ
く
る
に

は
、「
こ
こ
ろ
」
が
な
け
れ
ば
つ
く
れ
な
い
。

麗
澤
に
人
生
の
基
礎
を
学
ん
だ
事
、
廣
池
千
英

先
生
か
ら
学
ん
だ
日
本
人
の
心
、
多
く
の
社
会

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
ま
と
め
ま
し
た
。

吉
田
　
美
江
子
（
32
瑞
、
旧
姓
＝
村
瀬
）

　

�

６
月
の
下
旬
に
母
校
を
尋
ね
ま
し
た
。
何
十
年

ぶ
り
か
の
訪
問
で
し
た
。
姿
・
形
は
す
っ
か

り
様
変
わ
り
し
て
い
て
、
浦
島
太
郎
状
態
で

し
た
。
日
曜
日
で
し
た
の
で
大
変
静
か
で
し
た

が
、
た
ま
た
ま
通
り
す
が
り
の
一
男
子
学
生

さ
ん
に
出
会
っ
た
ら
「
こ
ん
に
ち
わ
！
」
と
大

き
く
挨
拶
さ
れ
、
思
わ
ず
た
ま
ら
ず
、
嬉
し
さ

と
、
な
つ
か
し
さ
で
、
涙
が
出
そ
う
に
感
激
し

ま
し
た
。
Ｚ
時
代
の
子
達
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま

し
た
が
、
さ
す
が
麗
澤
教
育
が
し
っ
か
り
根
付

い
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
体
験
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本
　
和
利
（
36
高
）

　

 

〒
１
３
５
︱
０
０
４
６
東
京
都
江
東
区
牡
丹
２

︱
12
︱
８

　

 

同
期
の
皆
さ
ん
元
気
で
す
か
？
三
年
前
に
家
業

の
酒
店
を
廃
業
し
近
所
に
引
っ
越
し
を
し
て
元

気
に
小
旅
行
や
寄
席
に
落
語
を
楽
し
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
先
日
ふ
ら
っ
と
学
園
に
30
年
ぶ
り

に
伺
っ
て
あ
ま
り
の
変
わ
り
よ
う
に
び
っ
く
り

し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
終
活
の
つ
も
り
で
思

い
出
の
場
所
を
巡
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る

昨
今
で
す
。

吉
川
　
周
作
（
40
高
）

　

 

公
務
員
の
定
年
に
な
る
年
齢
と
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
４
月
よ
り
病
院
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
ひ
と
え
に
先
生
方
や
諸
先
輩
方
の
ご

指
導
の
賜
物
と
感
謝
、
又
、
仕
事
が
継
続
で
き

る
こ
と
に
感
謝
。
多
く
の
同
年
代
の
患
者
様
が

い
る
中
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
の
毎
日

で
す
が
、
毎
日
毎
日
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
に
明
け

暮
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
も
健
康
に
は
留
意
さ

れ
猛
暑
を
乗
り
越
え
て
下
さ
い
。

木
村
　
貴
子
（
55
大
）

　

 

１
９
９
４
年
の
寮
祭
の
映
像
を
複
製
し
ま
し

た
。
欲
し
い
方
に
は
送
り
ま
す
の
で
、p_

ready_to_spark@
yahoo.co.jp

ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。(

こ
の
年
に
寮
生
だ
っ
た
方
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。)

臼
井
　
慶
子
（
60
高
、
旧
姓
＝
岸
）

　

 
東
京
都
昭
島
市
昭
和
町
２
︱
３
︱
７　

ク
レ
ス

ト
近
江
ビ
ル
４
０
２
号

　

 

現
在
、
高
１
と
中
１
の
息
子
、
５
歳
の
娘
を
育

て
て
い
ま
す
。
麗
澤
高
校
を
卒
業
し
て
20
年
以

上
が
経
ち
ま
す
が
、
あ
の
頃
の
事
は
つ
い
昨
日

の
よ
う
に
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
長
男
が
高
校
生
に
な
り
、
よ
り
麗
澤
で
過

ご
し
た
日
々
を
思
い
出
す
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
沢
山
悩
み
、
沢
山
学
ん
だ
３
年
間
は
私
に

と
っ
て
宝
物
で
す
。

住
所
変
更

岡
部
　
公
平
（
29
大
）

　

 

〒
４
２
４
︱
０
０
２
４　

静
岡
県
静
岡
市
清
水

区
八
坂
東
２
︱
１
︱
60
サ
ン
グ
レ
ア
ム
２
︱

２
０
１

吉
村
　
慶
二
（
31
大
）

　

�

〒
５
９
０
︱
０
１
０
１　

大
阪
府
堺
市
南
区
宮

山
台
３
丁
目
９
︱
８

宮
本
　
雅
由
（
36
高
）

　

�

〒
７
６
９
︱
１
５
０
２　

香
川
県
三
豊
市
豊
中

町
笠
田
笠
岡
２
２
６
３
︱
19

石
橋
　
春
子
（
36
高
、
旧
姓
＝
石
原)

　

�

〒
３
２
７
︱
０
１
０
４　

栃
木
県
佐
野
市
赤
見

町
３
１
４
０
︱
15

市
位	

政
嗣
（
45
瑞
）

　

�

〒
６
３
０
︱
０
１
３
３�

奈
良
県
生
駒
市
あ
す

か
野
南�

１
︱
２
︱
17

大
江	

貴
子
（
45
瑞
、
旧
姓
＝
中
西
）

　

�

〒
６
５
１
︱
１
３
０
１�

兵
庫
県
神
戸
市
北
区

藤
原
台
北
町�

４
︱
26
︱
４

北
村
　
京
子
（
47
大
、
旧
姓
＝
田
中
）

　

�

〒
３
８
５
︱
０
０
２
１　

長
野
県
佐
久
市
長
土

呂
２
８
９
︱
９

荻
野
　
淳
（
65
高
）

　

�

〒
５
６
７
︱
０
８
７
６　

大
阪
府
茨
木
市
天
王

１
︱
８
︱
23
モ
ン
セ
ー
ヌ
南
茨
木
Ａ
１
０
５

麻
生
　
大
樹
（
73
大
）

　

�

〒
３
０
０
︱
１
５
２
５　

茨
城
県
取
手
市
桜
が

丘
３
︱
18
︱
15

お
た
よ
り
・
住
所
変
更

つ な が る 同 窓 会

麗
澤
校
友
会
で
は
以
下
の
よ
う
に
本

年
令
和
五
年
か
ら
三
年
連
続
し
て
全

国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

「
麗
澤
校
友
会　
全
国
大
会　
in�

　
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

　

 

令
和
５
年
11
月
５
日
（
日
）
京
都

市
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

●�

「
麗
澤
校
友
会　
全
国
大
同
窓
会

　
　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
東

海
・
北
陸
地
区
の
出
番
で
す　
」

　

 

令
和
６
年
７
月
20
日
（
土
）
名
古

屋
市　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋

●�

「
祝　
廣
池
学
園
創
立
90
周
年
大

会
」　
令
和
７
年　
詳
細
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

 　

今
年
の
京
都
大
会
と
来
年
の
名

古
屋
大
会
の
詳
し
い
ご
案
内
・
申

込
用
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

全
国
大
会
の
お
知
ら
せ
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■　
麗
澤
校
友
会
協
力
金

角
森 

滋
玄
（
11
専
）、
野
田 
精
一

郎
（
14
高
短
）、
水
谷 

則
幸
（
17
高

短
）、
三
輪 

敦
子
（
18
短
）、
小
倉 

啓
司
（
18
高
）、
髙
田 

勝
之
（
19

短
）、
田
中 

駿
平
（
19
高
短
）、

今
西 

弘
子
（
19
高
）、
小
島 

佳

子
（
20
短
）、
有
吉 

正
年
（
20
高

短
）、
石
渡 

英
雄
（
20
高
短
）、
森

川 

正
大
（
20
高
短
）、
五
百
城 

啓

太
郎
（
20
高
）、
高
岡 

忠
臣
（
20

高
）、
水
野 

治
太
郎
（
20
高
）、
森 

一
馬
（
20
高
）、
高
見 

脩
吉
（
21

短
）、
横
田 

義
信
（
21
高
大
）、

岡
田 

智
子
（
21
高
）、
篠
田 

静
江

（
21
高
）、
寺
西 

修
三
（
21
高
）、

山
田 

荘
一
（
21
高
）、
吉
田 

豊
子

（
21
高
）、
有
阪 

敏
（
22
大
）、

桑
島 

良
麿
（
22
大
）、
佃 

洵
（
22

大
）、
味
村 

昌
明
（
22
大
）、
澤

村 

和
男
（
22
高
大
）、
安
徳 

美

奈
子
（
22
高
）、
水
谷 

多
江
（
22

高
）、
武
藤 

成
生
（
22
高
）、
森

川 

百
合
子
（
22
高
）、
山
岡 

慶
次

（
22
高
）、
横
田 

武
子
（
22
高
）、

谷 

澄
夫
（
23
大
）、
岩
畔 

勝
子

（
23
高
）、
江
間 

良
子
（
23
高
）、

杉
山 

博
子
（
23
高
）、
中
根 

拓
代

（
23
高
）、
新
田 

賢
治
（
23
高
）、

野
口 

佐
智
子
（
23
高
）、
細
川 

菁

子
（
23
高
）、
山
田 

由
紀
子
（
23

高
）、
山
本 

幾
雄
（
23
高
）、
阪
田 

憲
一
（
24
大
）、
鈴
木 

一
朗
（
24

大
）、
田
中 

宏
子
（
24
大
）、
谷
澤 

淳
子
（
24
大
）、
三
谷
川 

颯
子
（
24

大
）、
有
阪 

ひ
で
（
24
高
大
）、

田
中 

新
二
郎
（
24
高
大
）、
牛
田 

道
雄
（
24
高
）、
会
田 

璋
子
（
24

高
）、
加
藤 

栄
一
郎
（
24
高
）、
上

萩 

幸
子
（
24
高
）、
早
川 

実
（
24

高
）、
山
田 

等
（
24
高
）、
麗
高
24

期
、
和
倉 

健
二
（
25
大
）、
淡
島 

成
高
（
25
高
大
）、
讃
井 

た
つ
子

（
25
高
大
）、
古
川 

定
邑
（
25
高

大
）、
石
渡 
敏
子
（
25
高
）、
坂
上 

秀
樹
（
25
高
）、
成
瀬 
恭
子
（
25

高
）、
西
村 

晴
夫
（
25
高
）、
光
恒 

志
津
子
（
25
高
）、
宮
本 
美
恵
子

（
25
高
）、
森 

雅
子
（
25
高
）、
市

原 

一
郎
（
26
大
）、
池
辺 

祐
三
子

（
26
高
）、
熊
谷 

和
重
（
26
高
）、

田
辺 

加
寿
雄
（
26
高
）、
武
藤 

梅

子
（
26
高
）、
大
谷 

誠
之
（
27

大
）、
西
川 

敏
博
（
27
大
）、
上
野 

克
行
（
27
高
大
）、
菅
沼 

孝
治
（
27

高
）、
菅
沼 

芳
子
（
27
高
）、
田
中 

拓
治
（
27
高
）、
町
田 

芳
子
（
27

高
）、
山
岡 

芙
美
子
（
27
高
）、

奥
本 

章
夫
（
27
瑞
）、
國
枝 

邦
洋

（
27
瑞
）、
河
村 

良
三
（
28
高
）、

若
尾 

円
三
郎
（
28
高
）、
安
江 

貞

幸
（
28
瑞
）、
野
出 

明
敬
（
29

大
）、
宮
島 

泰
郎
（
29
高
大
）、
村

上 

誠
（
29
瑞
大
）、
関 

俊
章
（
29

高
）、
長
井 

孝
介
（
29
高
）、
古
野 

隆
雄
（
29
瑞
）、
山
田 

喬
伸
（
29

瑞
）、
藤
岡 

廣
章
（
30
大
）、
植
田 

修
二
（
30
高
大
）、
塚
谷 

仁
志
（
30

高
大
）、
七
条 

政
志
（
31
大
）、

大
谷 

令
子
（
31
高
）、
田
中 

久
子

（
31
高
）、
西
松 

裕
朗
（
31
高
）、

松
田 

佳
子
（
31
高
）、
森
田 

耕
平

（
31
高
）、
匿
名
希
望
（
31
高
）、
関 

哲
夫
（
31
瑞
）、
中
井 

康
純
（
31

瑞
）、
藤
田 

和
広
（
31
瑞
）、
鎌
田 

俊
一
（
32
高
）、
澤
田 

修
一
（
33

大
）、
辻
尾 

清
一
（
33
瑞 

34
大
）、

青
木 

久
子
（
33
高
）、
高
橋 

秀
一

（
33
高
）、
出
口 

孝
信
（
33
高
）、

古
野 

泉
（
33
高
）、
市
原 

康
子

（
33
瑞
）、
今
井 

喜
孝
（
33
瑞
）、

門
脇 

本
一
（
33
瑞
）、
藤
岡 

育
子

（
33
瑞
）、
水
野 

豊
子
（
33
瑞
）、

新
浜 

文
枝
（
34
大
）、
中
道 

嘉
彦

（
34
高
大
）、
夏
目 

惠
次
（
34
高

大
）、
三
浦 

洋
嗣
（
34
高
大
）、
小

石 
葉
子
（
34
高
）、
小
西 

敬
（
34

高
）、
佐
々
木 

眞
理
（
34
高
）、

佐
生 
司
男
（
34
高
）、
三
福 

盛
高

（
34
高
）、
山
田 

容
子
（
34
高
）、

片
山 

貫
也
（
34
瑞
）、
亀
谷 

茂
子

（
34
瑞
）、
小
林 
希
美
（
34
瑞
）、

出
口 

宏
一
（
34
瑞
）、
林 

秀
子

（
34
瑞
）、
松
本 

吉
弘
（
34
瑞
）、

白
濱 

宏
一
（
35
大
）、
中
村 
貞
之

（
35
高
）、
栗
本 

貞
子
（
35
瑞
）、

中
山 

佳
英
子
（
36
大
）、
赤
池 

順

子
（
36
高
大
）、
辻 

博
雄
（
36
高

大
）、
藤
田 

裕
司
（
36
高
大
）、
鈴

木 

勘
資
（
36
高
）、
松
本 

弘
（
36

高
）、
宮
本 

雅
由
（
36
高
）、
太
田 

育
子
（
36
瑞
）、
寺
﨑 

俊
男
（
36

瑞
）、
中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、
渡
部 

啓
二
（
36
瑞
）、
田
中 

秀
人
（
37

高
大
）、
辻 

秋
江
（
37
高
大
）、

髙 

巖
（
37
瑞 

38
大
）、
小
寺 

宏
和

（
37
高
）、
戸
辺 

公
恵
（
37
高
）、

樋
口 

千
代
子
（
37
高
）、
久
保
田 

悟
史
（
37
瑞
）、
高
木 

治
代
（
37

瑞
）、
刀
川 

昇
二
（
37
瑞
）、
福

澤 

ひ
と
み
（
37
瑞
）、
川
島 

則
夫

（
38
高
大
）、
山
口 

茂
一
（
38
高 

39
大
）、
梅
田 

徹
（
38
瑞
大
）、
星 

裕
典
（
38
高
）、
亀
田 

昌
和
（
38

瑞
）、
湯
本 

雅
博
（
38
瑞
）、
堀 

修

造
（
39
大
）、
亀
田 

こ
と
え
（
39

瑞
）、
桝
井 

秋
子
（
39
瑞
）、
秋
庭 

宏
次
（
40
高
）、
今
井 

克
年
（
41

高
）、
雲
丹
亀 

裕
蔵
（
41
瑞
）、

加
藤 

靖
代
（
42
高
）、
熊
田 

仲
宏

（
43
高
）、
田
口 

英
樹
（
43
高
）、

玉
井 

和
代
（
43
高
）、
横
田 

純
代

（
43
高
）、
鈴
木 

貴
子
（
45
高
）、

森
光 

孝
雅
（
45
高
）、
久
保
田 

美

知
枝
（
45
瑞
）、
原
田 

晋
一
（
46

瑞
）、
奥
村 

功
（
48
高
）、
菅
沼 

譲

（
49
高 

大
）、
森 

雅
司
（
49
高
）、

鈴
木 

芳
文
（
51
高
）、
杉
村 

理
子

（
52
大
）、
松
野 

秀
基
（
52
瑞
）、

杉 

慎
一
郎
（
53
瑞
）、
松
本 

秀

樹
（
55
大
）、
髙
柳 

あ
ず
さ
（
56

大
）、
七
條 

佳
子
（
56
高
）、
大

谷 

祥
寛
（
57
瑞
大
）、
杉
本 

忠
士

（
57
瑞
）、
辻 

貴
司
（
62
瑞
）、
辻 

容
子
（
62
瑞
）、
埋
金 

一
郎
（
64

瑞
大
）、
埋
金 

二
郎
（
67
瑞
大
）、

伊
藤 

寿
江
（
67
瑞
）、
根
本 

郁
美

（
68
大
）、
埋
金 

三
郎
（
70
瑞
）、

照
下 

真
女
（
73
瑞
）、
久
保
田 

尚

紀
（
77
瑞
）、
森 

誠
嗣
（
79
瑞
）、

三
瓶 

祐
平
（
83
瑞
）

■　
母
校
協
力
費

泉
谷 
勝
巳
（
11
専
）、
角
森 

滋

玄
（
11
専
）、
桐
田 

昶
子
（
14
高

短
）、
高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
新
田 

紘
輔
（
21
高
）、
川
窪 
靖
子
（
22

高
）、
黒
田 

忠
宏
（
22
高
）、
山
本 

幾
雄
（
23
高
）、
西
村 

晴
夫
（
25

高
）、
夏
堀 

暎
子
（
27
高
大
）、

菅
沼 

孝
治
（
27
高
）、
菅
沼 
芳

子
（
27
高
）、
山
岡 

芙
美
子
（
27

高
）、
伊
藤 

洋
一
（
27
瑞
）、
西
澤 

庸
太
郎
（
28
高
大
）、
野
出 

明
敬

（
29
大
）、
村
上 

誠
（
29
瑞
大
）、

長
井 

孝
介
（
29
高
）、
本
田 

隆
幸

（
29
瑞
）、
中
本 

智
之
（
30
大
）、

塚
谷 

仁
志
（
30
高
大
）、
植
田 

和

子
（
30
高 

32
大
）、
田
中 

久
子

（
31
高
）、
西
松 

裕
朗
（
31
高
）、

松
田 

佳
子
（
31
高
）、
吉
田 

美

江
子
（
32
瑞
）、
青
木 

久
子
（
33

高
）、
三
浦 

順
治
（
33
高
）、
門
脇 

本
一
（
33
瑞
）、
三
浦 

洋
嗣
（
34

高
大
）、
小
石 

葉
子
（
34
高
）、

長
谷 

愛
子
（
34
高
）、
三
福 

盛
高

（
34
高
）、
松
本 

吉
弘
（
34
瑞
）、

白
濱 

宏
一
（
35
大
）、
田
口 

ひ
ろ

み
（
35
瑞
）、
藤
本 

謙
一
（
36
高

大
）、
宮
本 

雅
由
（
36
高
）、
岩

竹 

郁
子
（
36
瑞
）、
太
田 

育
子

（
36
瑞
）、
寺
﨑 

俊
男
（
36
瑞
）、

中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、
渡
部 

啓
二

（
36
瑞
）、
小
寺 

宏
和
（
37
高
）、

久
保
田 

悟
史
（
37
瑞
）、
杉
生 

協

士
（
37
瑞
）、
炭
﨑 

真
理
子
（
37

瑞
）、
高
木 

治
代
（
37
瑞
）、
池
田 

香
（
38
瑞
大
）、
梅
田 

徹
（
38
瑞

大
）、
有
元 

年
信
（
38
高
）、
平
澤 

東
（
39
高
）、
山
田 

喜
久
恵
（
39

瑞
）、
海
老
原 

康
男
（
40
大
）、

伊
藤 

良
一
（
40
瑞
）、
加
藤 

智

教
（
40
瑞
）、
横
井 

栄
美
子
（
41

高
）、
雲
丹
亀 

裕
蔵
（
41
瑞
）、

藤
本 

佳
美
（
41
瑞
）、
熊
田 

仲
宏

（
43
高
）、
横
田 

純
代
（
43
高
）、

亀
井 

圭
子
（
43
瑞
）、
谷
口 

寿
子

（
43
瑞
）、
山
本 

礼
子
（
45
大
）、

古
澤 

稔
（
46
瑞
）、
奥
村 

功
（
48

高
）、
服
部 

直
子
（
48
瑞
）、
森 

雅
司
（
49
高
）、
服
部 

光
雄
（
49

瑞
）、
金
井 

智
子
（
50
瑞
）、
冨

士 

真
（
50
瑞
）、
松
野 

秀
基
（
52

瑞
）、
松
本 

秀
樹
（
55
大
）、
大
谷 

祥
寛
（
57
瑞
大
）、
長
谷 

康
代
（
59

瑞
大
）、
長
谷 

享
治
（
61
瑞
大
）、

冨
士 

善
紀
（
64
高
）、
長
谷 

美
佐

（
65
瑞
大
）、
有
元 

誠
次
朗
（
68

瑞
）、
有
元 

心
作
（
69
瑞
）、
伊
藤 

悠
人
（
70
瑞
）、
真
苧
坪 

友
仁
（
72

院
）、
照
下 

真
女
（
73
瑞
）、
青
柳 

翔
也
（
76
高
）、
福
谷 

拓
也
（
76

瑞
）、
久
保
田 

尚
紀
（
77
瑞
）、
福

谷 

真
城
（
80
瑞
）

■　

�

麗
澤
・
箱
根
駅
伝�

�

（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

泉
谷 

勝
巳
（
11
専
）、
角
森 

滋

玄
（
11
専
）、
田
中 

駿
平
（
19
高

短
）、
高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
桑
島 

良
麿
（
22
大
）、
佃 

洵
（
22
大
）、

上
萩 

幸
子
（
24
高
）、
西
村 

晴
夫

（
25
高
）、
菅
沼 

孝
治
（
27
高
）、

菅
沼 

芳
子
（
27
高
）、
河
村 

良
三

（
28
高
）、
長
井 

孝
介
（
29
高
）、

中
本 

智
之
（
30
大
）、
塚
谷 

仁

志
（
30
高
大
）、
藤
田 

和
広
（
31

瑞
）、
青
木 

久
子
（
33
高
）、
門
脇 

本
一
（
33
瑞
）、
三
浦 

洋
嗣
（
34
高

大
）、
小
石 

葉
子
（
34
高
）、
三
福 

盛
高
（
34
高
）、
白
濱 

宏
一
（
35

大
）、
藤
本 

謙
一
（
36
高
大
）、

太
田 

育
子
（
36
瑞
）、
寺
﨑 

俊
男

（
36
瑞
）、
中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、

渡
部 

啓
二
（
36
瑞
）、
小
寺 

宏
和

（
37
高
）、
池
田 

香
（
38
瑞
大
）、

梅
田 

徹
（
38
瑞
大
）、
伊
藤 

良

一
（
40
瑞
）、
雲
丹
亀 

裕
蔵
（
41

瑞
）、
飯
田 

秀
志
（
42
瑞
）、
熊
田 

仲
宏
（
43
高
）、
横
田 

純
代
（
43

高
）、
種
田 

敏
徳
（
44
瑞
）、
奥
村 

功
（
48
高
）、
森 

雅
司
（
49
高
）、

山
本 

ル
リ
子
（
50
大
）、
松
野 

秀

基
（
52
瑞
）、
松
本 

秀
樹
（
55

大
）、
柳
井 

哲
史
（
55
大
）、
髙
柳 

あ
ず
さ
（
56
大
）、
大
谷 

祥
寛
（
57

瑞
大
）、
亀
井 

智
子
（
66
大
）、
照

下 

真
女
（
73
瑞
）、
野
々
下 

倫
子

（
80
大
）

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
方
々
か
ら

協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期
）
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皆
様
の
ご
職
業
に
つ
い
て

　

最
近
で
は
大
学
で
も
中
学
・
高
等
学
校

で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て

お
り
、
実
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。
麗
澤

中
学
・
高
等
学
校
で
は
毎
年
「
希
望
職
業

別
講
演
会
」
を
開
催
し
、
麗
澤
大
学
で
は

学
生
が
就
職
活
動
を
行
う
際
に
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
熱
心

か
つ
強
力
な
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
会
員
の
方
の
ご
職
業
が
わ
か
れ

ば
「
希
望
職
業
別
講
演
会
」
の
一
層
の
充

実
や
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
や
個
別
相
談
な
ど

を
よ
り
よ
い
マ
ッ
チ
ン
グ
の
上
で
よ
り
深

い
内
容
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
輩
た
ち
の
学
び
と
成
長
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
職
業
の
登
録
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。
左
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
同

封
の
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

い
た
だ
く
か
、
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

皆
様
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

　

皆
様
が
同
窓
会
を
開
く
と
き
、
ま
た
は

都
道
府
県
支
部
が
総
会
や
懇
親
会
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
と
き
、
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
母
校
麗
澤
会
か
ら
お
知
ら
せ
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
す
る
と
き
、
郵
送

や
電
話
で
の
連
絡
で
は
膨
大
な
手
間
と
費

用
が
掛
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
前
述
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
関
し
て
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
き
も
有
効
な
連
絡
手
段
と
な
り
ま

す
。

　

同
封
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
か
、
上
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

会
報
を
ま
と
め
て

お
送
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
会
報
で
す

が
、
会
員
の
方
の
中
に
は
親
子
で
、
ま

た
、
ご
夫
婦
で
会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
同
じ
住
所
に
は
１
冊
で
よ
い
、
と
の

お
声
を
沢
山
い
た
だ
い
て
お
り
、
一
括
送

付
ご
希
望
の
方
に
は
今
回
の
会
報
は
そ
の

よ
う
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
不
備
が
あ

り
ま
し
た
ら
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
は
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
一
括

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
封
し
ま
し

た
ハ
ガ
キ
か
、
上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア

ク
セ
ス
し
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
版
会
報
に
つ
い
て

　

麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ジ
タ

ル
版
会
報
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
紙
印
刷

に
よ
る
会
報
を
お
届
け
不
要
の
方
も
同
じ

く
同
封
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
か
、
上
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

会
員
の
皆
様
へ
引
き
続
き
の
お
願
い

　

い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
し
っ
か
り
と
管
理
し
、
上
記
の
用
途
以
外
に
は
使

用
い
た
し
ま
せ
ん
。
現
在
も
個
人
の
会
員
か
ら
お
尋
ね
が
あ
っ
た
場
合
は
お
教
え
す

る
の
を
お
断
り
し
て
お
り
、
同
窓
会
開
催
時
の
名
簿
請
求
に
も
期
別
代
表
の
方
か
ら

の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

業種一覧
1 農業・林業・水産・鉱業
2 建設業
3 製造業
4 卸売・小売業
5 金融・保険業
6 不動産業
7 運輸・倉庫業
8 マスコミ業

9 情報通信・
ソフトウエアサービス

10 飲食店・観光業・娯楽
11 その他のサービス業
12 医療・福祉関連業
13 公益業・非営利団体
14 教育
15 学術研究・専門技術者
16 公務員
17 その他

職種一覧
21 経営者・役員
22 会社員(総合職)
23 会社員(一般職)
24 契約社員・派遣社員
25 パート・アルバイト
26 公務員(教員除く)
27 教育職
28 医師
29 理学療法士
30 作業療法士
31 臨床検査技師
32 薬剤師
33 社会福祉士・精神保健福祉士
34 臨床心理士
35 管理栄養士・栄養士
36 公認会計士
37 弁護士
38 税理士
39 司法書士

40 自 営 業(オ ー ナ ー な ど 含
む)・自由業

41 専業主婦・主夫
42 大学院生
43 大学生
44 専門学校生・短大生
45 家事手伝い
46 無職・定年退職
47 その他
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「麗澤大学をよりよい大学にしたい」という皆さんの想いを実現するために、麗澤大学の同窓
会組織である麗澤大学麗澤会が支援金事業を実施します。
以下の実施要領を確認の上、積極的にご活用ください。

一人ひとりの力で麗澤大学の明日を変える

支援金事業�実施要領

麗澤大学麗澤会 支援金事業

麗澤大学麗澤会�事務局　reidai-reitakukai@reitaku-u.ac.jp

お問い合わせ先

※要領の詳細や提出先等については、　麗澤校友会HPをご確認ください。
https://www.reitakukai.jp/news/reidai/info/challenge2023/

（１）麗澤大学麗澤会正会員（麗澤大学学生、卒業生）
（２）麗澤大学麗澤会特別会員（現・麗澤大学教職員）
（３）その他、麗澤大学麗澤会が認めた方〈上述（１）（２）以外の方〉

支援申込対象者

（１）団体名（個人の場合は不要）
（２）代表者氏名・フリガナ・対象カテゴリー（学生、卒業生、教職員等）
（３）代表者メールアドレス、電話番号
（４）タイトル
（５）事業概要
（６）事業実施における全体予算額（補助金申請分だけでなく全予算額）
（７）申請額（最大30万円とするが、それを超える場合には理由を添える）
（８）他団体への申請・他団体からの助成金額（見込み）
（９）PRポイント（麗澤大学の更なる発展にどう影響を与えるか等）

以下の内容をA4�1枚以内にまとめて提出（参考資料は別途提出可）申請方法

2023年 6月1日（木）～7月31日（月）募集期間

原則として、1件あたり最大30万円支援額

（１） 本事業の目的である「麗澤大学をよりよい大学にしたい」事
に合致していること

（２）麗澤大学麗澤会の目的・事業に合致していること
（３）当会幹事の2/3以上の賛同を得られた事業

審査基準





　2024年4月、麗澤大学は工学部・経営学部の新設を予定しており、
文理横断・文理融合型の総合大学へ進化します。夏のオープンキャンパスでは
受験対策プログラムをご用意！　初めてオープンキャンパスに参加する方におすすめな
「START UP!　OPEN CAMPUS」も実施します。緑あふれるキャンパスで
学生アドバイザー・教職員一同皆さまをお待ちしております！

　この夏、麗澤高校では毎年恒例の「サマーチャレンジ寮体験」を
実施します。集団生活で養われる「感謝・思いやり・自立」の３つの
心と熱い友情。寮体験では麗澤高校生（寮生）が皆さんをサポート
して、実際の寮生活を送ります。もちろん、高校の授業も体験でき
ます。中学生の皆さんの参加をお待ちしています。

各回のプログラムは麗澤大学ウェブサイトで随時お知らせいたしますのでご確認ください。

　大自然に囲まれた広大なキャンパスで、全国から集ま
る仲間とともに、五感を使って学びませんか？　ひと夏
にちょっとした発見や成長を実感できるイベントです。SS
（Student Staff）と呼ばれる在校生や教員との交流も魅力
の一つです。皆さまのご参加をお待ちしております！ SS（Student Staff）がお待ちしています！

※要申込。開催日の約1か月前より麗澤大学ウェブサイトよりお申し込みいただけます。

オープンキャンパス
自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

サマーチャレンジ寮体験2023

サマースクール
「きて！みて！学んで！」宿泊型わくわく体験プログラム！

7月23日（日）、8月5日（土）・20日（日）、9月17日（日）開 催 日
※無料駐車場あり、保護者の方も一緒にご参加いただけます

入試説明、学部紹介、キャンパスツアー、学部ブース、面接対策講座など主なプログラム

８月19日（土）～20日（日）
１泊２日

開 催 日

�中学２・３年生（男女各15人）対 � 象
８月13日（日）申 込 締 切
4,000円（食事、レンタル布団代、保険代等）参� 加� 費
麗澤サマーチャレンジ寮体験係�
（本校ウェブサイトの申し込みフォームからお申し込みください）
☎ �04-7173-3700（学校代表）

問い合わせ先

対 象 全国の小学4・5・6年生、中学2・3年生
開 催 日 小学生：7月29日（土）～30日（日）、中学生：7月28日（金）～29日（土）
申 込 申込受付中！　締切は7月20日(木)�23:59まで　※定員になり次第受け付け終了となります。

主なプログラム 体験授業、ナイトハイク等楽しんでご参加いただけるプログラムをご用意！
参 加 費 1泊2日、4食付き　１人5,000円（保険料含む）
お問い合わせ 学校代表（0572-66-3111）または、中高入試・広報課（0572-66-3140）

特設サイトは
こちら！

麗 澤
大学

麗 澤
中高

麗 澤
瑞 浪

参加者
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